
運送業の今を少しだけ便利にする「配達くん」

信頼されて33年信頼されて33年
充実の

アフターサポート
充実の

アフターサポート
システムは安心の
自社開発！

システムは安心の
自社開発！

昭和35年11月28日第3種郵便物認可 第2111号平成30年（2018年）

発行所公益社団法人

※紙面に関する問い合わせは広報室まで

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

創刊 昭和28（1953）年2月

☎（03）3354-1029（総務部広報室）
http://www.jta.or.jp

（会員の購読料は会費に含みます）

7月1日号

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【加速する荷主の物流共同化の動き】…２面／タ
イヤケアホントの話【「『ブリーディング』にご注意を！」】…３面／食の新旧街道を行く【「風薫
る季節の味②」九十九里浜のいわし】…７面

輸送量 前年同月比
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宅配便（千個） 338,851 101.2%

輸送統計
平成30年4月分
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交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 普通・準中型・中型 計
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92

（−11）

交通事故死者数（人）
5月31日現在 6月28日現在
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（−31）
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（−64）

全国の死亡
事故件数

1,335
（−40）

平成30年5月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ
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8 ・�第23回全国トラック運送
事業者大会のお知らせ

6・7
＜輸送効率化特集④＞
・車両の稼働率を飛躍的に高める
「中継輸送（乗継輸送）」　　
㈲ハロー・テンリュー

（静岡県浜松市）

地元浜松市のマスコットキャラクター
「出世大名家康くん」のラッピングトラック

4・5
・�公益社団法人
　　　全日本トラック協会
「平成29年度事業報告書」

　

通
常
総
会
で
は
冒
頭
︑
３

月
７
日
に
89
歳
で
逝
去
し
た

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
元
会
長

の
中
西
英
一
郎
氏
へ
の
黙
と

う
が
行
わ
れ
た
︒

　

議
事
に
先
立
っ
て
坂
本
克

己
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
︑

昨
年
11
月
の
標
準
貨
物
自
動

車
運
送
約
款
等
の
改
正
に
伴

う
手
続
き
状
況
に
言
及
︒
６

月
15
日
現
在
で
新
料
金
未
届

け
率
が
全
国
で
53
・
７
％
と

い
う
高
い
数
字
に
な
っ
て
い

る
現
状
に
触
れ
︑﹁
適
正
運
賃

・
料
金
収
受
の
実
現
の
た
め

に
改
正
さ
れ
た
運
送
約
款
に

つ
い
て
︑
全
ト
協
と
し
て
は

理
解
促
進
を
図
る
た
め
︑
荷

主
団
体
な
ど
に
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
い
く
︒
運
送
事

業
者
の
側
と
し
て
も
︑
適
正

運
賃
・
料
金
収
受
に
向
け

て
︑
全
て
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
が
足
並
み
を
揃
え
︑

届
け
出
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹂と
力
説
︒ま
た
︑

﹁
政
府
に
よ
る
﹃
働
き
方
改

革
﹄推
進
の
流
れ
を
受
け
て
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
が
充
実
感
を
も

っ
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
労

働
環
境
の
実
現
に
向
け
て
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
と
し
て

邁
進
し
て
ま
い
り
た
い
﹂
と

語
っ
た
（
詳
細
別
項
）︒

　

議
事
で
は
︑
６
月
７
日
に

開
催
さ
れ
た
第
１
７
５
回
理

事
会
で
承
認
さ
れ
た
平
成
29

年
度
事
業
報
告
書
の
報
告
を

行
う
と
と
も
に
︑
29
年
度
計

算
書
類
（
貸
借
対
照
表
︑
正

味
財
産
増
減
計
算
書
︑
付
属

明
細
書
︑
財
産
目
録
）
と
理

事
の
選
任
・
退
任
に
つ
い
て
︑

原
案
通
り
承
認
︒
新
た
に
副

会
長
に
就
任
し
た
浅
井
隆
氏

（
東
京
）
は
︑﹁
業
界
の
健

全
な
る
発
展
の
た
め
に
頑
張

っ
て
ま
い
り
た
い
﹂
と
抱
負

を
述
べ
た
︒
ま
た
︑
①
標
準

貨
物
自
動
車
運
送
約
款
②
国

土
交
通
省
に
お
け
る
渋
滞
対

策
と
道
の
駅
駐
車
ス
ペ
ー
ス

拡
充
③
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に

お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
受

入
の
現
状
︱
︱
な
ど
︑
当
面

す
る
諸
案
件
に
つ
い
て
報
告

さ
れ
た
︒

　

そ
の
後
︑
国
土
交
通
省
の

奥
田
哲
也
自
動
車
局
長
と
平

嶋
隆
司
貨
物
課
長
を
来
賓
に

迎
え
た
上
で
︑
副
会
長
・
常

任
理
事
・
理
事
の
退
任
に
伴

う
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ

れ
︑
代
表
と
し
て
川
端
英
治

元
常
任
理
事
（
大
阪
）
が
坂

本
会
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け

取
っ
た
︒

　

通
常
総
会
終
了
後
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
に
は
︑国
交
省
︑

警
察
庁
の
幹
部
が
多
数
出

席
︒
来
賓
を
代
表
し
て
石
井

啓
一
国
土
交
通
大
臣
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
︑﹁
引
き
続
き

皆
様
方
と
協
力
し
な
が
ら
︑

業
界
の
﹃
働
き
方
改
革
﹄
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
﹂

と
述
べ
た
︒

業界の「働き方改革」実現に向け決意を力強く語る坂本会長

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
６
月
28
日
︑
東
京
都
港

区
の
第
一
ホ
テ
ル
東
京
で
第
１
７
６
回
理
事
会
並
び

に
第
94
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
︒

　

通
常
総
会
に
先
立
っ
て
開
催
し
た
第
１
７
６
回
理

事
会
で
は
︑
副
会
長
の
選
定
を
行
い
︑
退
任
す
る
千

原
武
美
氏
（
東
京
）
に
代
わ
り
︑
浅
井
隆
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
会
長
を
選
任
し
た
︒

　

ま
た
︑
通
常
総
会
で
は
︑
６
月
７
日
に
開
催
さ
れ

た
第
１
７
５
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
た
平
成
29
年
度

事
業
報
告
書
（
詳
細
４
・
５
面
）
に
つ
い
て
報
告
し

た
後
︑
29
年
度
計
算
書
類
や
理
事
の
選
任
・
退
任
な

ど
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
︑
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

通
常
総
会
の
開
会
に
あ
た

り
ま
し
て
︑
本
日
は
私
か
ら

３
つ
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
︒

　

ま
ず
は
︑﹁
適
正
運
賃
・

料
金
の
収
受
﹂
で
す
︒
皆
様

方
の
お
声
を
反
映
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
︑
昨
年
11
月

に
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約

款
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
︒
し

か
し
な
が
ら
︑
新
し
い
料
金

・
運
賃
を
届
け
ら
れ
た
事
業

者
が
ま
だ
半
分
強
と
な
っ
て

い
る
実
情
が
あ
り
ま
す
︒
全

ト
協
と
し
ま
し
て
は
︑
国
土

交
通
省
を
中
心
に
︑
厚
生
労

働
省
や
公
正
取
引
委
員
会
の

ほ
か
︑
農
林
水
産
省
や
経
済

産
業
省
な
ど
の
荷
主
関
係
省

庁
な
ど
も
巻
き
込
み
︑
５
省

庁
と
連
携
し
な
が
ら
荷
主
の

業
界
団
体
等
に
新
約
款
に
関

す
る
告
知
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
・
配
布
し
︑
適
正
運
賃

・
料
金
収
受
実
現
に
向
け
て

の
周
知
を
図
っ
て
お
り
ま
す
︒

新
約
款
へ
の
移
行
が
済
ん
で

い
な
い
事
業
者
の
皆
様
に
は
︑

ぜ
ひ
届
出
を
お
願
い
し
た
い
︒

全
て
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
が
足
並
み
を
揃
え
︑
適
正

運
賃
・
料
金
収
受
実
現
へ
の

環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
も
大
事
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
︒

　

次
に
︑﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
環
境
の
改
善
﹂
で
す
︒
い

わ
ゆ
る
﹁
物
流
二
法
﹂
が
成

立
し
て
30
年
近
く
経
ち
ま
す

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
︑

７
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮
（
土

が
︑
い
ま
の
我
々
の
事
業
活

動
に
マ
ッ
チ
し
な
い
部
分
は

手
直
し
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
︒
政
府
で
も
︑﹁
働
き

方
改
革
法
案
﹂
の
今
国
会
で

の
成
立
を
目
指
し
て
お
ら
れ

ま
す
が
︑
我
々
と
し
て
も
優

秀
な
方
が
輸
送
の
現
場
に
こ

ぞ
っ
て
入
っ
て
き
て
い
た
だ
く

た
め
に
︑
労
働
条
件
の
改
善

に
向
け
邁
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
︒

　

最
後
に
︑
高
速
道
路
や
一

般
道
路
を
含
め
て
︑
道
路
の

有
効
利
用
な
く
し
て
ト
ラ
ッ

・
日
曜
を
除
く
）
に
﹁
２
０

１
８
年
度
（
平
成
30
年
度
）

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全

性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）﹂
の
申
請

を
受
け
付
け

る
︒

　

申
請
は
︑

地
方
実
施
機

関
（
都
道
府

県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
）
へ
申

請
書
類
等
を

持
参
し
て
手
続
を
す
る
必
要

が
あ
る
（
郵
送
は
不
可
）︒

　

な
お
︑
申
請
に
必
要
な
申

請
書
は
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
申
請
書
作
成
シ

ス
テ
ム
で
作
成
し
た
場
合
は

無
料
︑
複
写
式
申
請
書
（
手

書
き
記
入
）
の
場
合
は
申
請

書
実
費
１
０
０
０
円（
税
込
）

が
必
要
と
な
る
︒

　

申
請
に
関
す
る
詳
細
は
︑

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
︒

ク
運
送
業
界
の
発
展
は
あ
り

ま
せ
ん
︒
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
物
流
を
守
り
︑
地
域
の
生

活
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
︑

全
ト
協
で
は
今
年
を
﹁
道
路

改
革
元
年
﹂
と
位
置
付
け
︑

物
流
の
動
脈
と
な
り
得
る
利

便
性
高
い
道
路
の
整
備
を
働

き
か
け
て
お
り
ま
す
︒
今
年

３
月
に
は
道
路
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
︑
新
た
に
﹁
重
要

物
流
道
路
﹂
が
制
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒
今
後

も
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

視
点
か
ら
︑﹁
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
﹂
や
﹁
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
解
消
﹂︑
ま
た
﹁
２

車
線
区
間
の
４
車
線
化
﹂
な

ど
︑
関
係
省
庁
に
対
し
て
積

極
的
に
働
き
か
け
て
ま
い
る

所
存
で
す
︒

坂
本
会
長
あ
い
さ
つ

適
正
運
賃
・
料
金
収
受
実
現
に
向
け
団
結
を

受
付
期
間　

７
月
２
日
㈪
～
13
日
㈮
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

２
０
１
８
年
度
「
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
」

申
請
受
付
ス
タ
ー
ト

坂本会長㊨から感謝状を受け取った川端元常任理事㊧

要 約

ドライバーの「働き方改革」完遂へ邁進

全ト協

浅井　隆
新副会長

石井　啓一
国土交通大臣

坂本　克己会長

第
１
７
６
回
理
事
会
・
第
94
回
通
常
総
会

29
年
度
事
業
報
告
書
・
計
算
書
等
を
承
認
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物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
５
社
は
︑

来
年
４
月
に
物
流
子
会
社
を
再
編

統
合
し
て
︑
新
た
な
物
流
会
社
を

ス
タ
ー
ト
す
る
︒
こ
れ
ら
５
社
に

１
社
を
加
え
た
食
品
６
社
は
︑
北

海
道
で
一
昨
年
か
ら
共
同
配
送
を

実
施
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
来
年
早

々
に
は
九
州
で
も
共
同
配
送
を
開

始
す
る
予
定
で
︑
物
流
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
進
め
て
い
る
︒
こ
の
よ

う
な
大
手
メ
ー
カ
ー
６
社
に
よ
る

物
流
共
同
化
は
︑
画
期
的
な
試
み

で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑
系
列
を
超
え

た
こ
れ
だ
け
の
物
流
子
会
社
の
再

編
成
は
あ
ま
り
例
を
み
な
い
︒

　

だ
が
︑
こ
れ
ら
は
通
過
点
に
過

ぎ
な
い
︒
と
い
う
の
も
︑
前
述
の

６
社
以
外
の
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー

も
含
め
て
︑
持
続
可
能
な
食
品
物

流
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
構
築
を
目

指
し
て
い
る
か
ら
だ
︒
メ
ー
カ
ー
︑

問
屋
︑
小
売
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
を
包
括
す

る
物
流
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
の
構
築
で
あ
る
︒

　

食
品
関
係
で
は
︑
ビ

ー
ル
メ
ー
カ
ー
４
社
も

昨
年
秋
か
ら
北
海
道
で

共
同
輸
送
を
始
め
た
︒

さ
ら
に
︑
今
春
か
ら
は

関
西
・
中
国
～
九
州
で

も
開
始
し
た
︒

　

食
品
以
外
の
業
種
で
も
荷
主

に
よ
る
物
流
の
共
同
化
は
進
ん

で
い
る
︒
化
学
メ
ー
カ
ー
５
社

は
︑
福
島
県
い
わ
き
市
に
あ
る

各
社
の
工
場
か
ら
出
荷
す
る
小

口
貨
物
の
共
同
配
送
を
６
月
１

日
か
ら
開
始
し
た
︒
共
同
配
送

業
務
を
受
託
し

た
物
流
会
社

は
︑
各
社
の
工

場
か
ら
ミ
ル
ク

ラ
ン
方
式
で
集

荷
拠
点
に
集

め
︑
埼
玉
県
と

神
奈
川
県
の
中

継
拠
点
ま
で
共

同
配
送
の
専
用

便
で
運
ぶ
︒
両

県
以
外
向
け
の

荷
物
は
︑
集
荷

拠
点
か
ら
特
積

み
事
業
者
に
委

託
し
て
︑
路
線

便
で
輸
送
す
る

仕
組
み
だ
︒
さ

ら
に
混
載
可
能
な
荷
物
で
あ
れ

ば
︑
他
業
種
の
荷
主
企
業
に
も

参
加
を
呼
び
か
け
て
い
く
︒
ま

た
︑
今
後
は
取
扱
量
の
増
加
に

合
わ
せ
︑
中
京
地
区
や
阪
神
地

区
に
も
中
継
拠
点
を
設
置
し

て
︑
集
荷
拠
点
か
ら
専
用
便
で

幹
線
輸
送
す
る
計
画
で
あ
る
︒

　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
会
社
５
社
も
今
秋
︑

合
弁
会
社
を
発
足
す
る
計
画
を
進

め
て
い
る
︒
対
象
地
域
は
東
京
︑

神
奈
川
︑
埼
玉
︑
千
葉
︑
群
馬
︑

栃
木
︑
茨
城
の
１
都
６
県
で
︑
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
の
配
送
・
充
て
ん
事
業
を

共
同
で
行
う
︒
合
弁
会
社
の
発
足

に
伴
い
︑
こ
れ
ら
５
社
で
は
事
業

所
お
よ
び
充
て
ん
所
を
統
合
し
て

経
営
資
源
を
共
同
化
す
る
︒
さ
ら

に
物
流
の
効
率
化
と
コ
ス
ト
抑

制
︑
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
配
送
に
お
け
る
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
︒

　

紙
業
界
で
も
家
庭
紙
４
社
が
今

秋
か
ら
物
流
を
共
同
化
し
︑
他
社

に
も
参
加
を
呼
び
か
け
る
︒
こ
れ

ら
荷
主
に
よ
る
物
流
共
同
化
の
動

き
は
︑
基
本
的
に
は
国
内
市
場
縮

小
へ
の
対
応
で
あ
る
︒
し
た
が
っ

て
︑
仮
に
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
解

消
さ
れ
て
も
︑
今
後
あ
ら
ゆ
る
業

種
で
物
流
共
同
化
は
進
む
︒

　

国
内
市
場
の
縮
小
に
伴
っ
て
荷

物
量
は
減
少
す
る
︒
さ
ら
に
物
流

共
同
化
に
よ
っ
て
︑
必
要
と
さ
れ

る
ト
ラ
ッ
ク
台
数
は
そ
れ
以
上
に

減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
な
市
場
の
変
化
に
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
は
ど
う
対
応
す

べ
き
か
︒
各
社
各
様
の
戦
略
が
必

要
で
あ
る
︒

第
212
回

加速する荷主の物流共同化の動き

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～交差点編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶		交差点の左折時は徐行が義務づけられているが、右折時には徐行は義
務づけられていない。（	○・×	）

❷		右折するとき、先に交差点に入っていれば、左折する車があっても自
車のほうが先に右折できる。（	○・×	）

❸		交通整理の行われていない交差点において、左方からくる車がある
ときは、交差側の道路より自車側の道路の道幅が明らかに広い場合で
も、左方からくる車の進行を妨げてはならない。（	○・×	）

❹		交通整理の行われていない交差点では、左右の見通しの良し悪しにか
かわらず、徐行しなければならない。（	○・×	）

❺		大型車は特に内輪差が大きく左後方が見えにくいので、左側を通行し
ている歩行者等を巻き込まないよう注意する。（	○・×	）

（解答は７面）

　あなたは片側１車線の上り坂を走行しています。頂上付近に駐車
車両があります。この場面にはどのような危険がありますか。また、危
険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょうか。考えてみま
しょう。

状 

況

〔第 101回〕「上り坂頂上付近の走行」

（解説・３面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
︑平
成
29
年
の
﹁
交

通
事
故
統
計
分
析
結
果
（
確

定
版
）﹂
を
ま
と
め
︑
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
が
第
１
当
事
者

と
な
っ
た
死
亡
事
故
件
数

を
︑
都
道
府
県
ナ
ン
バ
ー
別

（
車
籍
別
）
に
１
万
台
当
た

り
の
数
値
に
換
算
し
た
デ
ー

タ
を
公
表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
29
年
は
︑

全
国
平
均
で
２
年
連
続
﹁
２

・
１
件
﹂と
な
っ
た
︒
26
年
が

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ラ
ッ
ピ
ン

グ
と
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施

海
老
名
Ｓ
Ａ
で
Ｇ
マ
ー
ク
周
知

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

昨
年
に
引
き
続
き
︑
安
全
性

優
良
事
業
所
認
定
制
度
（
Ｇ

﹁
２
・
７
件
﹂︑
27
年
が
﹁
２

・
５
件
﹂
と
年
々
減
少
傾
向

を
み
せ
︑
28
年
に
引
き
続
き

29
年
も﹁
２
・
１
﹂と
な
っ
た
︒

こ
れ
は
︑
統
計
分
析
結
果
に

基
づ
い
て
︑
追
突
や
交
差
点

の
事
故
防
止
対
策
に
重
点
的

に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
な
っ

た
が
︑
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お

け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

２
０
﹂
に
お
い
て
は
︑
死
亡

事
故
件
数
目
標
を
全
国
平
均

マ
ー
ク
制
度
）
を
一
般
に
広

く
周
知
す
る
た
め
︑
東
名
高

速
道
路
の
海
老
名
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
（
上
り
）
で
︑
①
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
（
写

真
①
）︑
②
テ
ー
ブ
ル
へ
の
Ｐ

Ｒ
ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付
︑③
﹁
Ｇ

マ
ー
ク
・
引
越
安
心
マ
ー
ク
﹂

ポ
ス
タ
ー
貼
付
（
写
真
②
）

で
車
両
１
万
台
当
た
り
﹁
１

・
５
件
﹂に
設
定
し
て
お
り
︑

今
後
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
お
い
て
は
︑
数
値

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
︑

さ
ら
な
る
交
通
事
故
防
止
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
︒

　

ま
た
︑
同
デ
ー
タ
を
都
道

府
県
別
に
み
る
と
︑﹁
１
・
５

件
﹂
の
数
値
目
標
を
ク
リ
ア

で
き
た
の
は
18
都
道
県
で
︑

特
に
福
井
県
︑
和
歌
山
県
︑

鳥
取
県
︑
徳
島
県
︑
沖
縄
県

は
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
達
成

し
︑
鳥
取
県
と
沖
縄
県
は
２

年
連
続
だ
っ
た
︒ 

　

な
お
︑
こ
の
デ
ー
タ
は
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
﹁
平

成
29
年
の
交
通
事
故
統
計
分

析
結
果
﹂
に
掲
載
さ
れ
て
お

を
実
施
す
る
︒

　

実
施
期
間
は
７
月
１
日
か

ら
８
月
31
日
ま
で
︒

　

ま
た
︑
同
期
間
中
に
﹃
Ｇ

マ
ー
ク
っ
て
な
に
？
﹄
と
題
し

た
認
知
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
︒
Ｐ
Ｒ
テ
ー
ブ
ル
ス

テ
ッ
カ
ー
に
記
載
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

か
ら
簡
単
な
質
問
に
回
答
す

る
と
抽
選
で
１
０
０
人

に
Ｇ
マ
ー
ク
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

（
１
０
０
０
円
相
当

分
）
が
当
た
る
︒

り
︑ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
︒

さ
ら
に
︑
ポ
イ
ン
ト
を
簡
潔

に
ま
と
め
グ
ラ
フ
化
し
た
ポ

ス
タ
ー
を
︑
今
号
の
﹃
広
報

と
ら
っ
く
﹄
に
刷
り
込
ん
で

い
る
︒

新
部
会
長
に
結
城
賢
進
氏

平
成
30
年
度
第
１
回
青
年
部
会

全
国
代
表
者
協
議
会

　

６
月
13
日
︑
平
成
30
年
度

第
１
回
青
年
部
会
全
国
代
表

者
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
︒

　

冒
頭
︑
同
協
議
会
に
先
立

っ
て
開
催
さ
れ
た
正
副
部
会

長
会
議
に
お
い
て
新
部
会
長

に
選
任
さ
れ
た
結
城
賢
進
氏

（
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
︑東
京
都
）

が
︑﹁
全
国
の
皆
様
と
絆
を

深
め
て
結
束
を
し
︑
部
会
・

協
会
・
業
界
お
よ
び
会
員
各

社
の
発
展
と
︑
会
員
各
社
で

働
く
従
業
員
の
幸
せ
の
た
め

に
︑
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て

い
き
た
い
﹂
と
あ
い
さ
つ
︒

　

続
い
て
︑
田
中
亨
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
副
会
長
に
よ

る
あ
い
さ
つ
の
後
︑
松
崎
宏

則
全
ト
協
常
務
理
事
が
﹁
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
﹂
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
新
正
副
部
会

長
の
紹
介
を
行
っ
た
後
︑
29

年
度
青
年
部
会
事
業
報
告
や

社
会
貢
献
活
動
等
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

副
部
会
長
に
つ
い
て
は
︑

乳
井
敏
幸
氏
（
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
︑
青
森
県
）︑
五
月
女
奈

緒
美
氏
（
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
︑新
潟
県
）︑谷
峰
範
氏（
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
︑
大
阪
府
）︑
西

應
輝
彦
氏（
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
︑

香
川
県
）︑富
永
泰
輔
氏
（
九

州
ブ
ロ
ッ
ク
︑
福
岡
県
）
が

新
た
に
就
任
︒
吉
谷
隆
昭
氏

（
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
︑
札
幌

地
区
）︑
伊
藤
将
志
氏
（
中

部
ブ
ロ
ッ
ク
︑
三
重
県
）︑
實

光
広
宣
氏（
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
︑

広
島
県
）は
再
任
と
な
っ
た
︒

中
国
交
通
運
輸
部
が
訪
問

懇
談
会
を
開
催

　

６
月
12
日
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
を
中
国
交
通
運
輸

部
（
日
本
の
国
土
交
通
省
に

相
当
）
の
研
修
生
６
人
が
訪

問
し
︑懇
談
会
を
開
催
し
た
︒

　

全
ト
協
か
ら
は
山
崎
薫
常

務
理
事
ら
が
出
席
し
︑
全
ト

協
が
果
た
し
て
い
る
役
割
の

ほ
か
︑
全
ト
協
と
国
交
省
と

の
関
わ
り
や
︑
輸
送
の
安
全

確
保
の
た
め
の
各
種
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
︑
活
発
な

質
疑
応
答
と
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
︒

特
車
通
行
許
可
制
度
の
遵

守
に
向
け
た
施
策
を
推
進

重
量
部
会

　

６
月
21
日
︑重
量
部
会（
平

成
30
年
度
部
会
総
会
︑
我
妻

勝
男
部
会
長
）
が
開
催
さ
れ

た
︒
議
事
で
は
︑
29
年
度
事

業
報
告
（
案
）
や
30
年
度
事

業
計
画
（
案
）︑
特
殊
車
両

通
行
許
可
制
度
に
係
る
要
望

事
項
と
対
応
状
況
等
に
つ
い

て
審
議
し
︑
原
案
通
り
承
認

し
た
︒ 

　

30
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

特
殊
車
両
の
通
行
に
係
る
諸

課
題
の
改
善
や
︑
法
令
改
正

・
シ
ス
テ
ム
変
更
へ
の
対
応

を
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
ほ

か
︑
経
営
者
研
修
会
・
実
務

担
当
者
研
修
会
の
開
催
に
よ

り
︑
遵
法
意
識
の
向
上
を
図

る
こ
と
な
ど
を
施
策
に
掲
げ

た
︒ 

　

議
事
終
了
後
に
は
︑
国
土

交
通
省
道
路
局
道
路
交
通
管

理
課
の
山
下
政
浩
車
両
通
行

対
策
室
長
が
﹁
特
殊
車
両
通

行
許
可
制
度
に
つ
い
て
﹂
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
︒

物
流
経
営
士
が
出
演

全
ト
協
提
供
ラ
ジ
オ
番
組

﹃
ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
﹄ 　

６
月
29
日
（
金
）
放
送
さ

れ
た
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

提
供
ラ
ジ
オ
番
組
﹃
ド
ラ
イ

バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
﹄（
Ｔ

Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
系
列
全
国
33
局

ネ
ッ
ト
）
に
︑
物
流
経
営
士

と
し
て
活
躍
す
る
佐
藤
淳
子

氏
（
㈱
サ
ン
コ
ー
人
材
部
部

長
・
栃
木
県
日
光
市
）
が
出

演
し
た
︒  

　

放
送
で
は
︑
物
流
経
営
士

認
定
制
度
の
概
要
の
ほ
か
︑

佐
藤
氏
の
受
講
の
き
っ
か
け

や
感
想
︑
業
務
で
活
か
せ
た

点
な
ど
に
つ
い
て
佐
藤
氏
が

自
身
の
体
験
等
を
交
え
て
紹

介
し
た
︒

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の　
　
　
　

　
　
１
万
台
当
た
り
死
亡
事
故

２
年
連
続
で
全
国
平
均「
２・１
件
」に

平
成
29
年
中 
車
籍
別
交
通
事
故
統
計
分
析

（
７
月
１
日
〜
７
月
31
日
）

▽
７
月
２
日

・
第
63
回
広
報
委
員
会

▽
７
月
４
日

・
第
73
回
鉄
鋼
部
会

▽
７
月
５
日

・
第
60
回
海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会

▽
７
月
６
日

・
女
性
部
会
第
１
回
全
国
代
表
者

協
議
会

▽
７
月
12
日

・
正
副
会
長
会
議

・
第
２
１
９
回
常
任
理
事
会
・
第

１
７
７
回
理
事
会
合
同
会
議

▽
７
月
17
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会
議

▽
７
月
27
日

・
第
36
回
セ
メ
ン
ト
部
会

▽
７
月
30
日

・
第
11
回
経
営
改
善
・
情
報
化
委

員
会

７
月
か
ら
営
業
時
間
を
変
更

岡
山
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

岡
山
Ｔ
Ｓ
は
︑
７
月
１
日

㈰
か
ら
営
業
時
間
を
変
更
す

る
︒
運
行
情
報
セ
ン
タ
ー
は

平
日
９
時
～
17
時
︑
宿
泊
・

仮
眠
は
申
し
込
み
・
営
業
と

も
に
平
日
８
時
～
17
時
／
19

時
～
翌
５
時
の
営
業
で
︑
い

ず
れ
も
土
・
日
曜
・
祝
日
休

業
︒
休
憩
室
は
24
時
間
営
業

と
な
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

 

﹁
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制

対
策
事
業
費
等
補
助
金
﹂

２
次
公
募
を
実
施
へＬＥ

Ｖ
Ｏ

　
（
一
財
）
環
境
優
良
車
普

及
機
構
（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）
は
︑

平
成
30
年
度
二
酸
化
炭
素
排

出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助

金
（
物
流
分
野
に
お
け
る
Ｃ

Ｏ
２
削
減
対
策
促
進
事
業
）

に
つ
い
て
︑
２
次
公
募
を
実

施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
︒

　

Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
で
は
︑
物
流
分

野
の
低
炭
素
化
を
促
進
す
る

た
め
︑
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
の
排

出
を
抑
制
す
る
た
め
の
技
術

等
を
導
入
す
る
事
業
に
対
し

て
︑
補
助
金
を
交
付
す
る
事

業
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

今
回
︑
以
下
の
事
業
に
つ

い
て
︑
２
次
公
募
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

①
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
促
進

支
援
事
業
︑
②
高
品
質
低
炭

素
型
低
温
輸
送
シ
ス
テ
ム
の

構
築
促
進
事
業
︑
③
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
活
用
し
た
物
流
低
炭
素
化

促
進
事
業
︑
④
既
存
の
旅
客

交
通
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

省
Ｃ
Ｏ
２
輸
送
シ
ス
テ
ム
モ

デ
ル
事
業

　

公
募
期
間
は
７
月
３
日
㈫

～
７
月
26
日
㈭
17
時
ま
で
︒

応
募
方
法
の
詳
細
等
は
︑
７

月
３
日
に
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
︒

あいさつする結城新部会長（６月13日、全ト協）

中国交通運輸部と全ト協との懇談会（６月12日、
全ト協）

物流経営士として活躍する㈱サンコーの佐藤
淳子部長㊧

平成30年度重量部会総会（６月21日、ホテルメト
ロポリタン山形）

①

②
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

N
ew

s 2018.6.15—
7.1

︻
解
説
︼
試
用
期
間
中
は
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
︑
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
時
給
制
で

働
か
せ
︑
本
採
用
と
な
っ
た
ら
月
給
制

に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
が
︑

こ
の
よ
う
に
試
用
期
間
中
と
本
採
用
後

の
労
働
条
件
を
異
な
る
設
定
と
す
る
こ

と
自
体
に
は
︑
特
に
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
︒ Ａ�

労
働
条
件
が
本
採
用
後
と

異
な
る
こ
と
を
募
集
時
に

明
示
す
る
必
要
が

　

弊
社
で
は
、
従
業
員
の
採
用
時
に

３
か
月
間
の
試
用
期
間
を
設
け
て
い

ま
す
。
た
だ
、
人
材
が
な
か
な
か
集

ま
ら
ず
、
採
用
者
が
本
当
に
使
い
も

の
に
な
る
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
そ
の
間
は
、
と
り
あ
え
ず
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
か
ア
ル
バ
イ
ト
と
し

て
働
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
何

か
問
題
は
あ
り
ま
す
か
。

 第163回 

試用期間中はパートか
アルバイトで働かせた
いが

　

た
だ
し
︑
こ
れ
は
労
働
条
件
に
か

か
わ
る
こ
と
で
す
か
ら
︑
職
業
安
定

法
第
５
条
の
３（
労
働
条
件
等
の
明
示
）

に
よ
り
︑
従
業
員
の
募
集
・
採
用
に

あ
た
っ
て
は
そ
の
旨
を
き
ち
ん
と
明
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
具
体
的
な

取
り
扱
い
は
厚
生
労
働
省
の
﹁
指
針
﹂

（
平
成
11
年
告
示
第
１
４
１
号
︑
平

成
29
年
改
正
）
で
示
さ
れ
︑﹁
期
間
の

定
め
の
あ
る
労
働
契
約
を
締
結
し
よ

う
と
す
る
場
合
は
︑
当
該
契
約
が
試

み
の
使
用
期
間
の
性
質
を
有
す
る
も

の
で
あ
っ
て
も
︑
当
該
試
み
の
使
用
期

間
の
終
了
後
の
従
事
す
べ
き
業
務
の

内
容
等
で
は
な
く
︑
当
該
試
み
の
使

用
期
間
に
係
る
従
事
す
べ
き
業
務
の

内
容
等
を
明
示
す
る
こ
と
﹂
と
し
て

い
ま
す
が
︑
つ
ま
り
は
﹁
試
用
期
間

中
の
労
働
条
件
と
本
採
用
後
の
労
働

条
件
の
両
方
を
明
示
せ
よ
﹂︑
と
い
う

こ
と
で
す
︒

　

明
示
す
べ
き
労
働
条
件
に
つ
い
て

は
︑
同
法
施
行
規
則
第
４
条
の
２
で

明
示
す
べ
き
事
項
と
そ
の
方
法
等
の

詳
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
︒
す

な
わ
ち
︑
①
労
働
者
が
従
事
す
べ
き

業
務
の
内
容
︑
②
労
働
契
約
の
期
間
︑

③
就
業
の
場
所
︑
④
始
業
及
び
終
業

の
時
刻
︑
所
定
労
働
時
間
を
超
え
る

労
働
の
有
無
︑
休
憩
時
間
及
び
休
日
︑

⑤
賃
金
（
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
︑

賞
与
等
を
除
く
）の
額
︑⑥
健
康
保
険
︑

厚
生
年
金
︑
労
災
保
険
︑
雇
用
保
険

の
適
用
︱
︱
に
つ
い
て
︑
原
則
と
し
て

書
面
の
交
付
に
よ
り
明
示
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
（
求
職
者
の
希
望
に

よ
り
電
子
メ
ー
ル
で
の
明
示
も
可
）︒

し
た
が
っ
て
︑
こ
れ
ら
の
事
項
は
︑
試

用
期
間
中
と
本
採
用
後
で
そ
れ
ぞ
れ

設
定
が
異
な
る
こ
と
を
具
体
的
に
明

示
し
て
︑
求
職
者
が
そ
の
労
働
条
件

の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
︒
ま
た
︑
時
給
制
︑
月
給
制

に
つ
い
て
は
︑
就
業
規
則
の
絶
対
的
必

要
記
載
事
項
（
労
働
基
準
法
第
89
条
）

で
あ
る
賃
金
の
支
払
い
方
法
や
支
払

い
時
期
に
か
か
わ
る
こ
と
で
す
か
ら
︑

当
然
︑
事
前
に
就
業
規
則
で
定
め
て

お
く
必
要
も
あ
り
ま
す
︒

　

な
お
︑
試
用
期
間
中
を
パ
ー
ト
や

ア
ル
バ
イ
ト
扱
い
に
す
る
と
い
う
こ
と

は
︑
業
務
遂
行
能
力
が
明
ら
か
で
な

い
段
階
で
は
︑
で
き
る
だ
け
有
期
雇

用
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
強
め
て
お
き
︑

能
力
の
低
い
者
を
容
易
に
雇
止
め
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
︒
し
か
し
︑最
高
裁
判
例
で
は
︑

当
事
者
間
で
試
用
期
間
後
の
雇
用
契

約
の
当
然
の
終
了
に
つ
い
て
明
確
な
合

意
が
成
立
し
て
い
る
な
ど
の
特
段
の

事
情
が
な
い
限
り
︑
そ
う
簡
単
に
は

有
期
雇
用
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
︒
も
ち
ろ
ん
︑
き
ち

ん
と
契
約
す
れ
ば
可
能
で
す
が
︑
そ

の
こ
と
を
募
集
時
に
明
示
す
れ
ば
︑

今
度
は
長
期
雇
用
を
求
め
る
求
職
者

に
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
い
︑
結
局
︑
よ

い
人
材
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に

も
な
り
ま
す
︒
要
は
ど
ち
ら
に
重
点

を
置
く
か
︑
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
中

に
は
空
気
だ
け

が
充
填
さ
れ
て

い
ま
す
︒
乗
用

車
タ
イ
ヤ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
ま
で
︑

ほ
ぼ
全
て
の
タ
イ
ヤ
は
チ
ュ
ー
ブ
レ
ス
構
造
な

の
で
︑
タ
イ
ヤ
交
換
の
際
は
︑
タ
イ
ヤ
の
表

裏
を
ホ
イ
ー
ル
に
組
み
︑
空
気
だ
け
充
填
す

れ
ば
︑
完
了
で
す
︒

　

タ
イ
ヤ
の
交
換
作
業
を
し
て
い
る
と
︑﹁
自

動
車
の
タ
イ
ヤ
に
は
︑
自
転
車
に
使
わ
れ
て

い
る
よ
う
な
チ
ュ
ー
ブ
は
入
っ
て
い
な
い
の
?!

こ
ん
な
簡
単
な
接
着
だ
け
で
よ
く
空
気
が
漏

れ
な
い
ね
﹂
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
︑
タ
イ
ヤ
の
表
裏
の
円
周
形
を
し
た
ゴ
ム

ビ
ー
ド
部
を
︑
ホ
イ
ー
ル
の
表
裏
の
縁
に
密

が
分
か
ら
な
い
当
時
の
私
は
︑
ま
っ
た
く
共
有

で
き
ま
せ
ん
︒
そ
の
様
子
を
見
た
瞬
間
︑
ま
た

そ
の
上
司
は
ニ
ヤ
ッ
と
笑
っ
て
い
わ
く
︑﹁
英
和

辞
書
で
﹃
ｂ
ｌ
ｅ
ｅ
ｄ
（
ｉ
ｎ
ｇ
）﹄
の
意
味

を
調
べ
て
み
な
さ
い
﹂︒
辞
書
を
引
く
と
︑
こ
う

載
っ
て
い
ま
し
た
︒

︻blood

（
血
）
の
動
詞
形
︒bleed

（ing

）

：
出
血
が
止
ま
ら
ず
︑
血
が
抜
け
続
け
る
︒︼

　

つ
ま
り
︑
タ
イ
ヤ
か
ら
空
気
が
抜
け
続
け
る

こ
と
を
﹁
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
﹂
と
言
う
の
で
す
︒

タ
イ
ヤ
に
と
っ
て
の
﹁
空
気
﹂
は
︑
人
間
に
と
っ

て
の
﹁
血
液
﹂
に
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
大
切
な
も

の
で
す
︒

　

例
え
ば
︑
タ
イ
ヤ
に
釘
が
刺
さ
っ
て
空
気
が

漏
れ
出
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
ケ
ー
ス
︒

乗
用
車
タ
イ
ヤ
な
ら
︑
空
気
の
注
入
口
で
あ
る

着
さ
せ
れ
ば
︑
空
気
は
漏
れ
ま
せ
ん
︒

　

乗
用
車
タ
イ
ヤ
は
﹁
２
２
０
～
２
５
０
kPa
﹂︑

ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
な
ら
２
㌧
ク
ラ
ス
で
﹁
６
０

０
～
７
０
０
kPa
﹂︑
４
㌧
超
で
あ
れ
ば
﹁
８
０
０

～
９
０
０
kPa
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
そ
の
車
両
の

適
正
空
気
圧
ま
で
一
度
空
気
を
注
入
す
れ
ば
︑

あ
と
は
２
～
３
か
月
お
き
の
タ
イ
ヤ
点
検
で
空

気
を
補
充
す
る
だ
け
で
︑
安
全
に
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
︒

　
﹁
で
も
︑
い
ち
ば
ん
や
っ
か
い
な
の
が
︑
タ
イ

ヤ
の
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
ん
だ
よ
な
﹂

　

私
が
タ
イ
ヤ
会
社
の
技
術
サ
ー
ビ
ス
部
に
入

り
た
て
の
頃
の
こ
と
で
す
︒
前
回
の
当
コ
ラ
ム
に

も
登
場
し
た
あ
の
上
司
は
よ
く
そ
う
嘆
き
︑
周

囲
の
サ
ー
ビ
ス
部
員
た
ち
も
う
な
ず
い
て
い
ま

し
た
︒
し
か
し
︑﹁
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
﹂
の
意
味

ゴ
ム
製
バ
ル
ブ
に
亀
裂
が
入
り
︑
微
量
の
空
気

が
抜
け
出
し
て
い
る
の
に
放
置
す
る
ケ
ー
ス
︒

こ
の
２
つ
の
ケ
ー
ス
を
放
置
す
る
と
︑
タ
イ
ヤ
内

の
空
気
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
減
少
し
て
い

き
ま
す
︒
そ
し
て
︑
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
が
25
％

以
上
低
下
し
た
時
︑
タ
イ
ヤ
の
機
能
が
失
わ
れ

ま
す
︒
人
間
に
例
え

れ
ば
︑
命
に
危
険
が

及
ぶ
レ
ベ
ル
の
出
血
量

で
し
ょ
う
︒

　

そ
の
一
方
で
︑
タ
イ

ヤ
の
空
気
が
さ
ら
に
減

少
し
続
け
て
も
︑
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
が
半
分

以
下
に
な
ら
な
け
れ

ば
︑
パ
ン
ク
し
て
い
る

こ
と
に
は
気
付
き
ま
せ

ん
︒
で
す
か
ら
︑
気

付
い
た
時
に
は
タ
イ
ヤ

全
体
が
相
当
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
︒

　
﹁
タ
イ
ヤ
の
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
ま
た
高
速
道

路
で
起
き
た
よ
う
だ
︒
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
気

付
か
ず
走
行
し
た
ト
ラ
ッ
ク
の
前
輪
タ
イ
ヤ
が

粉
々
に
な
っ
た
ら
し
い
﹂
︱
︱
最
近
︑
タ
イ
ヤ

の
中
に
空
気
が
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
い
な
い
状
態
に

も
か
か
わ
ら
ず
︑
無
理

に
動
か
し
て
タ
イ
ヤ
を
ダ

メ
に
す
る
事
例
が
増
え

て
い
ま
す
︒
ト
ラ
ッ
ク
の

タ
イ
ヤ
は
︑
自
転
車
の

タ
イ
ヤ
と
は
全
く
の
別

物
で
す
︒
同
じ
感
覚
で

ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
し
て
い

る
と
大
変
な
こ
と
が
起

き
る
の
で
︑
絶
対
に
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
︒

第
86
回 

「『
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
』に
ご
注
意
を
！
」

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①上り坂の頂上付近は、その先が死角になるため対向
車の有無などが確認できません。そのため、上り坂
の頂上付近は徐行が義務付けられているわけです
が、頂上付近に駐車車両があると死角がさらに大き
くなるだけでなく、センターラインをはみ出さないと
先に行けない状況となり、対向車がある場合はきわ
めて危険な状態となります。また、駐車車両に進路を
ふさがれた歩行者や逆走自転車が、車道の中央に
出てくることもあります。したがって、このような上り
坂ではすぐに停止することができるよう、確実に徐
行して進行する必要があります。
※上り坂の頂上付近の駐停車は、上記のような危険を
発生させ、他車に事故を誘発させる悪質な違反行為
ですから、絶対にしてはなりません。
②路面を見ると、横断歩道があることを示す道路標示
が記されていますが、坂の途中に横断歩道は見えま
せんから、頂上の先の死角になっているところに横
断歩道があることが予測されます。したがって、横断
歩行者や自転車の発見が遅れますから、その意味か
らも、このような上り坂ではすぐに停止することがで
きるよう、確実に徐行して進行する必要があります。
なお、道路標示は、先の道路状況を把握する上で非
常に重要なものですが、特に進行方向の状況が死

①駐車車両を追い越すためにセンターラインをはみ
出すと、対向車と衝突する危険があります（図１）。
②駐車車両の向こう側から歩行者や自転車が出てくる
と、衝突する危険があります（図２）。
③上り坂の向こう側に横断歩道がありますが、横断歩
行者や自転車の発見が遅れると、衝突する危険が
あります（図３）。

　あなたは片側１車線の上り坂を走行
しています。頂上付近に駐車車両があり
ます。この場面にはどのような危険があ
りますか。また、危険を避けるためには
どのような運転をすればよいでしょうか。
考えてみましょう。

角となって把握できない上り坂や見通しの悪
いカーブなどでは重要な情報源となりますか
ら、見落とすことのないよう注意しましょう。

図１

図２

図３

労
使
は
安
定
的
89
％

労
使
間
交
渉
実
態
調
査

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
14

日
︑
２
０
１
７
年
﹁
労
使
間

の
交
渉
等
に
関
す
る
実
態
調

査
﹂
の
結
果
を
ま
と
め
︑
発

表
し
た
︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
労
使
関

係
が
﹁
安
定
的
﹂
と
認
識
し

て
い
る
労
働
組
合
は
89
・
１
％

（
前
回
89
・
５
％
）あ
っ
た
︒

正
社
員
以
外
の
労
働
者
の
種

類
別
に
﹁
組
合
加
入
資
格
が

あ
る
﹂
を
み
る
と
︑﹁
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
﹂
35
・
２
％

（
前
回
32
・
３
％
）︑﹁
有
期

　

政
府
は
６
月
15
日
︑﹁
未

来
投
資
戦
略
２
０
１
８
﹂（
成

長
戦
略
）
と
﹁
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０

１
８
﹂（
骨
太
の
方
針
）
を

閣
議
決
定
し
た
︒

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に

お
け
る
生
産
性
向
上
・
働
き

方
改
革
の
推
進
を
図
る
べ
く
︑

積
極
的
な
要
望
活
動
を
展

開
︒そ
の
結
果
︑﹁
成
長
戦
略
﹂

﹁
骨
太
の
方
針
﹂
の
中
で
要

望
内
容
が
以
下
の
通
り
反
映

さ
れ
た
︒

　

ま
ず
︑﹁
成
長
戦
略
﹂
に

お
い
て
は
︑﹁
三
大
都
市
圏

環
状
道
路
等
に
つ
い
て
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
︑
Ｅ

Ｔ
Ｃ
２
・
０
で
収
集
し
た
プ

契
約
労
働
者
﹂37
・
０
％（
同

35
・
６
％
） 

︑ ﹁
派
遣
労
働

者
﹂
７
・
４
％
（
同
11
・
１

％
） ﹁
嘱
託
労
働
者
﹂
38
・

４
％
（
同
30
・
７
％
）
と
な

っ
て
い
る
︒

　

過
去
３
年
間
に
何
ら
か
の

労
使
間
交
渉
が
あ
っ
た
事
項

（
複
数
回
答
）
は
﹁
賃
金
・

退
職
給
付
に
関
す
る
事
項
﹂

89
・
７
％（
前
回
83
・
５
％
）︑

﹁
労
働
時
間
・
休
日
・
休
暇

に
関
す
る
事
項
﹂
79
・
０
％

（
同
70
・
９
％
）︑﹁
雇
用
・

人
事
に
関
す
る
事
項
﹂
65
・

９
％（
同
62
・
６
％
）だ
っ
た
︒

　

労
使
間
交
渉
の
結
果
︑
労

働
協
約
の
改
定
が
な
さ
れ
た

又
は
新
た
に
労
働
協
約
が
設

け
ら
れ
た
事
項（
複
数
回
答
）

は
︑﹁
育
児
休
業
制
度
︑
介

護
休
業
制
度
︑
看
護
休
暇
制

度
﹂
47
・
６
％
（
前
回
29
・

７
％
）︑﹁
休
日
・
休
暇
﹂
41

・
８
％
（
同
23
・
０
％
）︑﹁
賃

金
額
﹂
36
・
０
％
（
同
23
・

０
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
︒

 

点
呼
の
際
に
乗
務
員
に

﹁
睡
眠
不
足
﹂
の
確
認
を

　
　

交
通
労
働
災
害
防
止

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
改
正

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
１

日
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

に
対
し
て
﹁
交
通
労
働
災
害

防
止
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
﹂
の
改
正
に
つ
い
て
︑
労

働
基
準
局
長
名
で
の
通
達
を

発
出
し
た
︒
こ
れ
は
︑
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
輸
送
安
全

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
が
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
の
を
受
け
︑
厚
労
省
が
平

成
20
年
に
定
め
て
い
た
﹁
交

通
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
の
一
部
を

改
正
し
た
も
の
︒

　

同
改
正
で
は
︑
乗
務
前
の

点
呼
の
際
に
︑
従
来
の
疾
病

・
疲
労
・
飲
酒
・
そ
の
他
の

理
由
に
よ
り
安
全
な
運
転
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
に
︑
乗
務
員

か
ら
の
報
告
を
求
め
て
い
た

が
︑
同
改
正
で
は
そ
れ
に
加

え
て
﹁
睡
眠
不
足
﹂
に
よ
り

安
全
な
運
転
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
に
も
報
告
を
求
め
る
こ
と

と
し
て
い
る
︒

　

厚
労
省
で
は
運
送
事
業
者

に
対
し
て
︑
①
睡
眠
時
間
の

確
保
に
配
慮
し
た
適
正
な
労

働
時
間
の
管
理
︑
②
乗
務
開

始
前
の
点
呼
等
の
実
施
︑
③

早
朝
時
間
帯
の
走
行
を
可
能

な
限
り
避
け
る
よ
う
な
走
行

計
画
の
作
成
︱
︱
な
ど
︑
交

通
労
働
災
害
防
止
対
策
の
推

進
に
取
り
組
む
よ
う
呼
び
か

け
て
い
る
︒

ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
の
活
用
を
官

民
連
携
で
推
進
﹂︑﹁
高
速
道

路
で
の
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ

ク
︑
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
の

実
現
も
見
据
え
︑
新
東
名
︑

新
名
神
高
速
道
路
の
６
車
線

化
な
ど
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活

用
し
た
機
能
強
化
﹂︑﹁
今
後

指
定
を
行
う
重
要
物
流
道
路

に
お
い
て
︑
国
際
海
上
コ
ン

テ
ナ
車
等
が
通
行
す
る
際
の

道
路
管
理
者
の
特
車
通
行
許

可
が
不
要
と
な
る
よ
う
︑
本

年
中
に
制
度
の
見
直
し
を
行

う
﹂
な
ど
︑
全
ト
協
が
か
ね

て
か
ら
要
望
し
て
い
た
内
容

も
含
ま
れ
た
︒

　

こ
の
ほ
か
︑
各
業
種
に
お

け
る
生
産
性
向
上
の
具
体
的

な
取
組
の
促
進
と
し
て
︑﹁
自

動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改

革
の
実
現
に
向
け
た
政
府
行

動
計
画
﹂
に
基
づ
き
︑﹁
ホ

ワ
イ
ト
物
流
﹂
実
現
国
民
運

動
（
仮
称
）
の
展
開
や
標
準

貨
物
自
動
車
運
送
約
款
等
の

改
正
内
容
の
周
知
徹
底
な

ど
︑
労
働
生
産
性
の
向
上
︑

取
引
環
境
の
適
正
化
等
を
強

力
に
推
進
す
る
こ
と
も
盛
り

込
ま
れ
た
︒

　

ま
た
︑﹁
骨
太
の
方
針
﹂

で
は
︑
働
き
方
改
革
の
推
進

に
つ
い
て
︑﹁
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
の
適
用
が
猶
予
さ

れ
る
業
務
に
つ
い
て
︑
そ
の

業
務
特
有
の
事
情
を
踏
ま
え

た
き
め
細
か
な
取
組
を
省
庁

横
断
的
に
実
施
し
て
労
働
時

間
の
短
縮
を
図
り
︑
上
限
規

制
の
適
用
に
向
け
た
環
境
整

備
を
進
め
る
﹂
と
し
︑﹁
自

動
車
運
送
事
業
に
つ
い
て
は
︑

﹃
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き

方
改
革
の
実
現
に
向
け
た
政

府
行
動
計
画
﹄
を
着
実
に
実

加
工
食
品
物
流
関
連
の

懇
談
会
を
開
催

生
産
性
向
上
・
ド
ラ
イ
バ
ー

の
労
働
時
間
改
善
目
指
す

　

国
土
交
通
省
は
６
月
29
日
︑

﹁
加
工
食
品
物
流
に
お
け
る

生
産
性
向
上
及
び
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
時
間
改

善
に
関
す
る
懇
談
会
﹂（
座

長
・
矢
野
裕
児
流
通
経
済
大

学
教
授
）
の
初
会
合
を
行
っ

た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
物
流
が
継
続
的

に
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い

く
上
で
は
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の

長
時
間
労
働
の
改
善
を
図
る

と
と
も
に
︑
物
流
の
生
産
性

向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
︒
し
か
し
︑
個
々
の
輸

送
品
目
ご
と
に
抱
え
る
課
題

や
特
性
に
違
い
が
あ
る
こ
と

か
ら
︑
輸
送
品
目
ご
と
に
改

善
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
︒

施
す
る
と
と
も
に
︑
改
善
基

準
告
示
の
見
直
し
な
ど
必
要

な
施
策
の
検
討
を
進
め
る
﹂

と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
載

さ
れ
た
︒

　

同
懇
談
会
で
は
︑
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
平
成
29
年

７
月
に
実
施
し
た
調
査
に
お

い
て
︑
荷
待
ち
時
間
の
発
生

件
数
が
最
も
多
か
っ
た
加
工

食
品
物
流
に
つ
い
て
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
︑
発
着
荷

主
等
の
関
係
者
が
連
携
し

て
︑
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
の
検
討
を
行
っ
て
い
く
︒

 

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
ス
ペ
ア

タ
イ
ヤ
点
検
を
義
務
化
へ

10
月
１
日
よ
り
車
両
総
重
量

８
㌧
以
上
が
対
象

　

国
土
交
通
省
は
６
月
27

日
︑
道
路
運
送
車
両
法
に
基

づ
く
自
動
車
点
検
基
準
等
の

一
部
改
正
を
公
布
し
た
︒

　

国
交
省
で
は
︑
昨
年
10
月

に
岡
山
県
の
中
国
自
動
車
道

で
発
生
し
た
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
落
下
に
よ

る
死
亡
事
故
を
受
け
︑
同
年

10
月
27
日
に
︑
全
て
の
大
型

ト
ラ
ッ
ク
を
対
象
に
︑
ス
ペ

ア
タ
イ
ヤ
等
を
車
両
へ
固
定

す
る
構
造
・
装
置
に
損
傷
や

ボ
ル
ト
の
緩
み
が
な
い
か
な

ど
早
急
に
点
検
を
実
施
す
る

よ
う
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
な
ど
関
係
業
界
団
体
に
対

し
て
指
示
し
て
い
た
︒

　

今
回
の
改
正
で
は
︑
同
点

検
を
恒
久
的
な
対
策
と
す
る

た
め
に
︑
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に

備
え
る
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
お
よ

び
ツ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い

て
︑
新
た
に
定
期
点
検
の
対

象
に
追
加
し
︑
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
３
か
月

ご
と
の
点
検
を
自
動
車
の
使

用
者
に
義
務
付
け
る
︒
併
せ

て
︑﹁
自
動
車
の
点
検
及
び

整
備
に
関
す
る
手
引
﹂
も
一

部
改
正
す
る
︒
ま
た
︑
整
備

管
理
者
の
研
修
に
つ
い
て
︑

地
方
運
輸
局
長
か
ら
の
通
知

を
廃
止
し
︑
２
年
に
１
度
受

講
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

　

同
改
正
の
施
行
日
は
︑
10

月
１
日
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
で
は
同
改
正
を
受
け

て
︑会
員
事
業
者
に
対
し
て
︑

業
界
の
生
産
性
向
上
・
働
き
方
改
革　 

実
現
に
向
け
た
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
る

「
成
長
戦
略
」「
骨
太
の
方
針
」

①
車
両
総
重
量
８
㌧
以
上
の

ト
ラ
ッ
ク
の
定
期
点
検
の
際

に
︑
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
等
に
関

す
る
内
容
を
３
か
月
ご
と
の

点
検
項
目
に
追
加
す
る
こ

と
︑
②
整
備
管
理
者
に
定
期

的
（
２
年
に
１
度
）
に
研
修

を
受
講
さ
せ
る
︱
︱
な
ど
の

対
策
実
施
を
呼
び
か
け
て
い

る
︒

第
54
回
通
常
総
会
・　
　
　

　
第
14
回
全
国
大
会
を
開
催

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
連
合
会

　

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合

連
合
会
（
吉
野
雅
山
会
長
）

は
６
月
14
日
︑
北
海
道
札
幌

市
で
第
54
回
通
常
総
会
を
開

催
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
平
成
29
年
度

事
業
報
告
や
30
年
度
事
業
計

画
等
に
つ
い
て
審
議
し
︑
い

ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
︒
引

き
続
き
開
催
さ
れ
た
第
14
回

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
協
同

組
合
全
国
大
会
﹂
は
︑
北
海

道
運
送
事
業
協
同
組
合
連
絡

協
議
会
（
奈
良
幹
男
会
長
）

を
設
営
幹
事
と
し
て
︑
全
国

か
ら
の
会
員
︑
来
賓
な
ど
約

５
０
０
人
が
参
加
し
た
︒

　

全
国
大
会
第
１
部
の
﹁
記

念
講
演
会
﹂
で
は
︑
ス
キ
ー

ジ
ャ
ン
プ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ

ダ
リ
ス
ト
の
葛
西
紀
明
氏
が

﹁
夢
は
努
力
で
か
な
う
﹂
を

テ
ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
︒

ま
た
︑
同
第
２
部
で
は
︑
来

賓
を
代
表
し
て
︑
坂
本
克
己

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
会

長
︑
早
川
治
国
土
交
通
省
自

動
車
局
官
房
審
議
官
︑
高
橋

は
る
み
北
海
道
知
事
の
３
人

が
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
︒

続
い
て
︑﹁
平
成
30
年
度
日

貨
協
連
表
彰
﹂︑﹁
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
Ｋ
Ｉ
Ｔ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

表
彰
﹂
を
行
っ
た
︒

第14回トラック運送事業協同組合全国大会であ
いさつする坂本全ト協会長（6月14日、北海道・
札幌パークホテル）
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平
成
29
年
度
の
我
が
国
経
済
は
︑

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
数
次
の
経
済

対
策
に
よ
り
︑
雇
用
・
所
得
環
境
の

改
善
︑
実
質
・
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
プ
ラ

ス
成
長
な
ど
緩
や
か
な
回
復
基
調
が

続
き
︑
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
て
着
実

に
進
ん
で
い
る
と
の
評
価
が
聞
か
れ

て
い
る
︒

　

民
間
調
査
機
関
の
予
測
に
よ
る
平

成
29
年
度
の
国
内
貨
物
総
輸
送
量

は
︑前
年
度
比
１
・
３
％
増
と
な
り
︑

営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
量
を
見
て

も
消
費
関
連
及
び
生
産
関
連
貨
物
が

輸
送
量
を
け
ん
引
し
︑
２
・
４
％
増

と
な
っ
た
︒ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
︑

﹁
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
﹂
成
約
運
賃
指

数
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
指
標
に
よ

る
と
運
賃
・
料
金
水
準
は
改
善
基
調

に
推
移
し
た
も
の
の
︑
そ
の
一
方
︑

【
最
重
点
施
策
】

⑴ 

取
引
環
境
の
改
善
及
び

長
時
間
労
働
の
抑
制
並

び
に
生
産
性
の
向
上
に

向
け
た
諸
対
策

① 

﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
取
引
環

境
・
労
働
時
間
改
善
協
議
会
﹂
の

適
確
な
運
営

・ 

中
央
及
び
全
都
道
府
県
に
設
置
さ

れ
て
い
る
︑
厚
生
労
働
省
︑
国
土

交
通
省
︑
学
識
経
験
者
︑
荷
主
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
等
か
ら
構

成
さ
れ
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お

け
る
取
引
環
境
・
労
働
時
間
改
善

協
議
会
﹂
に
つ
い
て
︑
国
土
交
通

省
及
び
厚
生
労
働
省
等
と
連
携
を

図
る
と
と
も
に
︑
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
意
見
・
情
報
交
換
を

行
い
︑
適
確
な
運
営
に
努
め
た
︒

中
央
協
議
会
に
つ
い
て
は
︑
第
６

回
が
平
成
29
年
５
月
19
日
︑
第
７

回
が
同
年
９
月
25
日
︑
第
８
回
が

平
成
30
年
２
月
22
日
に
開
催
さ
れ

た
︒
な
お
︑
中
央
協
議
会
に
つ
い

て
は
︑
生
産
性
向
上
協
議
会
と
同

時
開
催
さ
れ
た
︒

・ 

地
方
協
議
会
が
円
滑
に
運
営
さ

れ
︑
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み
が

な
さ
れ
る
よ
う
︑
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
に
対
し
て
︑協
議
会
の

開
催
費
用
や
取
り
組
み
に
係
る
Ｐ

Ｒ
費
用
な
ど
の
一
部
を
助
成
し
た
︒

② 

着
荷
主
を
含
め
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

へ
の
対
応

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
荷
主
が

共
同
し
て
︑
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

助
言
の
下
︑
長
時
間
労
働
削
減
や

生
産
性
向
上
等
に
取
り
組
む
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て
︑
国
土
交
通

省
及
び
厚
生
労
働
省
︑
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
と
連
携
を
と
り
︑
全
て

の
都
道
府
県
に
お
い
て
計
54
事
業

が
実
施
さ
れ
た
︒

・ 

輸
送
品
目
の
内
訳
は
︑
食
料
品
16

件
︑
農
産
物
８
件
︑
建
設
資
材
７

件
︑
機
械
製
品
４
件
︑
ゴ
ム
製
品

２
件
︑
化
学
品
２
件
︑
そ
の
他
15

件
で
︑
着
荷
主
も
参
画
し
た
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
は
40
事
業
（
対
前
年

度
比
12
事
業
増
）
で
あ
っ
た
︒

・ 

54
事
業
の
内
20
事
業
分
に
つ
い
て

は
︑
全
ト
協
が
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
の
費
用
を
負
担
し
た
（
※
残

り
の
20
事
業
分
は
厚
生
労
働
省
︑

14
事
業
分
は
国
土
交
通
省
が
負

担
）︒
ま
た
︑
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
を

実
施
す
る
上
で
特
別
に
必
要
と
す

る
経
費
に
関
し
て
︑
今
後
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
の
成
果
を
全
国
展
開
す
る

際
に
多
く
の
運
送
事
業
者
に
と
っ
て

有
効
で
あ
る
と
全
ト
協
が
判
断
し

た
も
の
に
つ
い
て
助
成
し
た
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
材
不
足
や
燃
料
価

格
の
上
昇
等
に
よ
る
コ
ス
ト
増
が
利

益
率
を
押
下
げ
る
な
ど
経
営
の
不
安

材
料
と
な
っ
た
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
対
す
る
諸

問
題
に
つ
い
て
は
︑
国
土
交
通
省
が

﹁
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
等
の

改
正
﹂
を
行
い
︑
運
賃
と
料
金
の
範

囲
を
明
確
化
し
た
こ
と
か
ら
︑
本
制

度
が
定
着
す
る
よ
う
周
知
に
努
め

た
︒
さ
ら
に
︑
政
府
が
進
め
て
い
る

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
よ
り
実
効
性

を
高
め
る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
と
し
て
﹁
働
き
方
改
革
に
向
け
た

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
﹂
を
策
定
し
︑﹁
労

働
生
産
性
の
向
上
﹂︑﹁
運
送
事
業
者

の
経
営
改
善
﹂︑﹁
適
正
取
引
の
推
進
﹂︑

﹁
多
様
な
人
材
確
保
・
育
成
﹂
を
柱

と
し
て
関
係
省
庁
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
︑
長
時
間
労
働
の
是
正
・
生
産

性
向
上
︑
人
手
不
足
対
策
に
向
け
た

取
り
組
み
を
推
進
し
た
︒

③ 

労
働
基
準
法
の
改
正
や
﹁
働
き
方

改
革
﹂
へ
の
対
応

・ 

政
府
に
お
い
て
︑
自
動
車
運
送
事

業
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
省
庁

横
断
的
な
検
討
を
行
い
︑
長
時
間

労
働
を
是
正
す
る
た
め
の
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
︑

内
閣
官
房
副
長
官
を
議
長
と
す
る

﹁
自
動
車
運
送
事
業
の
働
き
方
改

革
実
現
に
関
す
る
関
係
省
庁
連
絡

会
議
﹂
が
設
置
さ
れ
た
︒
平
成
29

年
８
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
第
２

回
会
議
で
は
︑
労
働
生
産
性
の
向

上
︑多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
︑

取
引
環
境
の
適
正
化
に
資
す
る

﹁
直
ち
に
取
り
組
む
施
策
﹂
と
し

て
63
の
施
策
が
ま
と
め
ら
れ
た
が
︑

こ
の
施
策
の
１
つ
と
し
て
︑
平
成

29
年
９
月
20
日
︑
石
井
啓
一
国
土

交
通
大
臣
か
ら
︑
働
き
方
改
革
実

現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を

平
成
29
年
度
末
ま
で
に
策
定
す
る

よ
う
要
請
が
あ
っ
た
︒

　

 

こ
れ
を
受
け
︑
物
流
政
策
委
員
会

に
お
い
て
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定

に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

設
置
し
て
検
討
を
行
う
こ
と
と

し
︑
物
流
政
策
委
員
会
の
正
副
委

員
長
と
学
識
経
験
者
か
ら
構
成
さ

れ
る
﹁
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向

け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
﹂
に
お
い
て
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
た

検
討
を
進
め
た
︒
第
43
回
物
流
政

策
委
員
会
︑
第
４
回
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
合
同
会
議
（
平
成
30
年

２
月
26
日
）︑
第
１
７
４
回
理
事
会

（
同
年
３
月
８
日
）
に
お
い
て
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
案
に
つ
い
て
承
認

を
得
て
︑
同
年
３
月
30
日
に
石
井

大
臣
に
対
し
て
提
出
し
た
︒
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
︑
時
間
外
労
働

年
９
６
０
時
間
超
の
ト
ラ
ッ
ク
運

転
者
が
発
生
す
る
事
業
者
の
割
合

（
自
動
車
運
転
業
務
に
時
間
外
労

働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
見

込
み
の
平
成
36
年
度
ま
で
に
ゼ
ロ

と
す
る
）
を
示
し
た
達
成
目
標
の

ほ
か
︑﹁
労
働
生
産
性
の
向
上
﹂︑

﹁
運
送
事
業
者
の
経
営
改
善
﹂︑

﹁
適
正
取
引
の
推
進
﹂︑﹁
多
様
な

人
材
の
確
保
・
育
成
﹂
か
ら
成
る

取
り
組
み
内
容
︑
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
︒

・ 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
の
検
討
の

参
考
と
す
る
た
め
︑
平
成
29
年
11

月
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
時
間
︑
休
日
や
事
業
者
の
労

働
時
間
管
理
等
の
実
態
を
把
握
す

る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き

方
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
﹂
を
実
施
し
た

（
発
送
数
３
０
０
０
︑
回
答
数
１

１
３
０
︑
回
答
率
37
・
７
％
）︒

・ 

国
土
交
通
省
が
作
成
し
た
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
向
け
の
﹁
価
格

交
渉
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂

や
運
送
委
託
者
向
け
に
適
正
な
取

　

ま
た
︑
平
成
29
年
度
第
２
次
補
正

予
算
に
お
い
て
は
１
０
７
億
円
の
予

算
が
措
置
さ
れ
︑
高
速
道
路
料
金
に

お
け
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
に
つ
い

て
は
︑
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
を
対

象
に
平
成
30
年
度
末
ま
で
最
大
割
引

率
50
％
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
生

産
性
向
上
を
促
進
す
る
た
め
︑
２
億

円
の
予
算
が
措
置
さ
れ
︑
テ
ー
ル
ゲ

ー
ト
リ
フ
タ
ー
の
導
入
に
係
る
支
援

措
置
も
実
施
さ
れ
た
︒

　

当
業
界
と
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送

の
公
共
的
使
命
を
果
た
す
べ
く
︑
よ

り
安
定
的
な
輸
送
力
の
確
保
と
安

心
︑
安
全
で
質
の
高
い
輸
送
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
︑
安
全

対
策
︑
環
境
対
策
︑
労
働
対
策
︑

経
営
改
善
対
策
︑
消
費
者
対
策
︑

適
正
化
事
業
対
策
な
ど
の
諸
対
策
を

積
極
的
に
推
進
し
た
︒

引
を
行
う
た
め
の
注
意
点
を
ま
と

め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
に
お
け
る
生
産
性
向
上
方
策

に
関
す
る
手
引
き
﹂︑﹁
中
継
輸
送

実
施
の
手
引
き
﹂
に
つ
い
て
︑
幅

広
く
会
員
事
業
者
に
周
知
し
︑
取

引
環
境
の
改
善
︑生
産
性
の
向
上
︑

長
時
間
労
働
の
抑
制
に
向
け
た
対

策
の
一
助
と
な
る
よ
う
︑﹁
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
に
お
け
る
生
産
性
向
上

セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
開
催
し
た
︒
本
セ

ミ
ナ
ー
は
44
都
道
府
県
及
び
７
地

区
で
開
催
し
︑
参
加
人
数
合
計
は

３
８
８
２
名
で
あ
っ
た
︒

・ 

内
閣
府
に
お
い
て
︑
道
路
貨
物
運

送
業
を
は
じ
め
サ
ー
ビ
ス
産
業
５

業
種
（
他
に
小
売
業
・
飲
食
業
・

宿
泊
業
・
介
護
）
の
各
分
野
に
お

け
る
生
産
性
向
上
の
た
め
の
取
り

組
み
を
全
産
業
に
展
開
し
︑
日
本

全
体
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
﹁
生
産
性
向
上
国
民

運
動
推
進
協
議
会
﹂が
設
置
さ
れ
︑

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
や
榊
原

定
征
日
本
経
済
団
体
連
合
会
会
長

等
が
出
席
の
も
と
︑
第
１
回
会
合

が
平
成
29
年
５
月
24
日
に
開
催
さ

れ
た
︒
第
２
回
会
合
（
同
年
６
月

21
日
）
で
は
︑
道
路
貨
物
運
送
業

の
取
り
組
み
事
例
と
し
て
︑
平
成

28
年
度
の
山
梨
県
と
長
崎
県
に
お

け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
取
り
組
み

・
成
果
を
報
告
し
た
︒
ま
た
︑
第

３
回
会
合（
平
成
30
年
２
月
15
日
）

で
は
︑
平
成
29
年
度
の
滋
賀
県
に

お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
取
り

組
み
・
成
果
と
と
も
に
︑
業
界
に

お
け
る
生
産
性
向
上
に
資
す
る
各

種
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
報
告
し
た
︒

・ 

政
労
使
の
代
表
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
に
係
る
諸
課
題
に
関
し
て
意

見
交
換
す
る
﹁
第
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懇
談
会
﹂
を
平
成
29
年
12
月
25
日

に
開
催
し
た
︒
国
土
交
通
省
か
ら

奥
田
哲
也
自
動
車
局
長
以
下
幹

部
︑
労
働
組
合
か
ら
運
輸
労
連
・

交
通
労
連
・
建
交
労
の
各
委
員
長

以
下
幹
部
︑
全
ト
協
か
ら
会
長
・

副
会
長
以
下
幹
部
が
出
席
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
諸
課
題
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
︑
意
見
交
換
を

行
っ
た
︒

・ 

運
輸
労
連
・
交
通
労
連
の
両
労
働

組
合
か
ら
平
成
29
年
12
月
25
日

に
︑
働
き
方
改
革
の
動
向
を
踏
ま

え
た
施
策
の
推
進
︑
運
賃
・
料
金

問
題
︑
事
業
許
可
の
更
新
制
︑
Ｇ

マ
ー
ク
制
度
︑
高
速
道
路
に
関
す

る
諸
施
策
︑
特
定
最
低
賃
金
の
確

立
︑
人
材
確
保
等
に
つ
い
て
︑
共

同
政
策
要
請
が
行
わ
れ
た
︒
ま
た
︑

建
交
労
中
央
運
輸
労
使
協
議
会
か

ら
平
成
30
年
１
月
29
日
に
︑
人
材

確
保
︑
標
準
運
送
約
款
改
正
を
踏

ま
え
た
運
賃
・
料
金
の
収
受
︑
自

動
車
関
係
諸
税
へ
の
対
応
︑
高
速

道
路
料
金
等
に
つ
い
て
要
請
が
行

わ
れ
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
賃
金
・
労

働
時
間
等
を
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
に
︑
厚
生
労
働
省
が
毎
年
実
施

し
て
い
る
﹁
賃
金
構
造
基
本
統
計

調
査
﹂
の
中
か
ら
︑
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
に
係
る
部
分
（
業
種
：

道
路
貨
物
運
送
業
︑
職
種
：
営

業
用
大
型
貨
物
自
動
車
運
転
者
︑

営
業
用
普
通
・
小
型
貨
物
自
動
車

運
転
者
）
を
抽
出
し
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
に
関
す
る
賃
金
・
労
働

時
間
デ
ー
タ
集
﹂
と
し
て
︑
最
新

の
平
成
29
年
分
の
デ
ー
タ
を
掲
載

し
︑
過
去
10
年
分
の
デ
ー
タ
を
取

り
ま
と
め
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
︒

⑵ 

交
通
及
び
労
災
事
故
の

防
止
の
推
進

▼
交
通
事
故
防
止
対
策

① 

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
事

故
実
態
の
把
握
と
要
因
分
析

・ 

平
成
29
年
中
に
お
け
る
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
が
第
１
当
事
者
と
な
る
死

亡
事
故
件
数
は
２
７
０
件
と
対
前

年
に
比
べ
12
件
の
増
加
と
な
っ
た
︒

・ 

平
成
29
年
９
月
に﹁
ト
ラ
ッ
ク
事
業

に
お
け
る
総
合
安
全
プ
ラ
ン
２
０

２
０
﹂を
新
た
に
策
定
し
︑営
業
用

ト
ラ
ッ
ク
１
万
台
当
た
り
の
死
亡

事
故
件
数
の
目
標
値
を
こ
れ
ま
で
の

﹁
２
・
０
﹂
か
ら
﹁
１
・
５
﹂
件

以
下
に
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
︑

更
な
る
事
故
防
止
対
策
を
講
じ
た
︒

・ 

な
お
︑
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
に
係
る

発
生
地
別
交
通
事
故
情
報
を
四
半

期
毎
に
集
計
す
る
と
と
も
に
︑
車

籍
別
︑発
生
地
別
︑車
両
区
分
別
︑

道
路
区
分
別
等
詳
細
に
交
通
事
故

実
態
を
分
析
・
把
握
し
︑
全
ト
協

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
計
５
回
公

表
し
た
ほ
か
︑
春
・
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
な
ど
に
お
い
て
︑
事

業
用
ト
ラ
ッ
ク
が
惹
起
す
る
交
通

事
故
の
特
徴
を
掲
載
し
た
７
種
類

の
ポ
ス
タ
ー
等
を
製
作
し
︑
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
に
関
係
す
る
交
通
事

故
防
止
対
策
の
取
組
を
促
進
し
た
︒

② 

追
突
事
故
及
び
交
差
点
、
高
速
道

路
に
お
け
る
事
故
防
止
対
策
の
推
進

・ 

事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
に
対
す

る
指
導
及
び
監
督
の
指
針
の
強
化

に
対
応
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ

ー
の
初
任
運
転
者
等
教
育
実
施
体

制
の
充
実
強
化
を
図
り
︑
交
通
事

故
防
止
の
実
効
性
向
上
に
努
め
た
︒

・ 

安
全
教
育
訓
練
の
受
講
者
１
１
３

７
名
に
対
す
る
助
成
を
行
い
︑
受

講
の
促
進
を
図
っ
た
︒

・ 

高
速
道
路
上
で
約
７
割
を
占
め
る

追
突
事
故
の
再
発
防
止
を
図
る
た

め
﹁
追
突
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

活
用
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
全
国
11
ト
ラ

ッ
ク
協
会
で
延
べ
14
回
実
施
し
た

ほ
か
︑﹁
交
差
点
事
故
防
止
セ
ミ

ナ
ー
﹂
を
全
国
16
ト
ラ
ッ
ク
協
会

で
延
べ
18
回
開
催
し
た
︒

・ 

道
路
の
老
朽
化
対
策
に
向
け
た
大

型
車
の
適
正
化
方
針
を
踏
ま
え

﹁
ト
レ
ー
ラ
の
大
型
化
に
よ
る
輸

送
効
率
化
促
進
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂

を
活
用
し
た
研
修
会
を
全
国
23
ト

ラ
ッ
ク
協
会
と
連
携
を
取
り
25
回

開
催
し
︑
大
型
・
特
殊
車
両
の
運

行
の
適
正
化
︑
交
通
事
故
防
止
の

徹
底
を
図
っ
た
︒

・ 

全
ト
協
及
び
地
方
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
総
会
︑
事
業
者
大
会
等
に
お
け

る
交
通
安
全
決
議
等
に
よ
り
︑
交

通
安
全
に
対
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
の
意
識
の
定
着
を
図
っ
た
︒

ま
た
︑
全
国
17
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に

お
け
る
事
故
防
止
大
会
実
施
に
対

す
る
助
成
を
行
っ
た
︒

③ 

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
等
安
全
対
策
機

器
の
普
及
促
進

・ 

こ
れ
ま
で
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
活

用
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
を
見
直
し
︑

よ
り
実
践
的
な﹁
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
実
践
セ
ミ
ナ
ー
﹂と
し
て
新
た
に

制
作
し
︑
当
該
資
料
を
活
用
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
全
国
26
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
お
い
て
延
べ
27
回
開
催
す
る

等
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
の
有
効
活

用
を
含
め
た
普
及
促
進
を
図
っ
た
︒

・ 

交
通
事
故
防
止
の
た
め
︑
以
下
の

装
置
等
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
︒

◎
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ１

万
４
４
１
７
台

◎
後
方
視
野
確
認
支
援
装
置

１
万
９
５
５
台

◎
左
前
方
視
野
確
認
支
援
装
置３７

３
台

◎ 

ア
ル
コ
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
装
置
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◎
携
帯
型
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器５２

０
台

・ 

交
通
事
故
防
止
対
策
の
充
実
強
化

を
図
る
た
め
︑
関
係
事
業
者
等
が

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
映
像
を
活
用
で
き

る
よ
う
﹁
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
集
﹂
に
新
た
な
映
像
９
例
を
追

加
掲
載
し
た
︒

④ 

運
行
管
理
者
に
対
す
る
情
報
提
供

等
支
援
体
制
の
整
備

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お
け
る
運

行
管
理
者
の
あ
り
方
﹂
報
告
書
を

踏
ま
え
︑
運
行
管
理
者
に
対
す
る

情
報
提
供
等
支
援
体
制
の
整
備
を

図
っ
た
︒

⑤ 

国
際
海
陸
一
貫
運
送
コ
ン
テ
ナ
の

自
動
車
運
送
の
安
全
確
保

・ 

国
土
交
通
省
が
中
央
及
び
地
方
で

開
催
し
た
﹁
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ

の
陸
上
運
送
に
係
る
安
全
対
策
会

議
﹂
に
出
席
し
︑
海
上
コ
ン
テ
ナ

事
業
者
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
を

説
明
す
る
と
と
も
に
︑
改
善
要
望

等
を
行
っ
た
︒

・ ﹁
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
陸
上
に
お

け
る
安
全
輸
送
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂（
国
土
交
通
省 

平

成
25
年
６
月
策
定
︑
平
成
28
年
６

月
改
訂
）を
周
知
徹
底
す
る
た
め
︑

海
上
コ
ン
テ
ナ
部
会
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
県
に
お
い
て
︑
海
上
コ
ン

テ
ナ
輸
送
事
業
者
を
対
象
に
同
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
講
習

会
を
開
催
し
た

⑥ 

﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
の
普

及
拡
大

・ 

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
対

象
の
最
低
車
両
保
有
台
数
が
平
成

29
年
12
月
に
見
直
さ
れ
︑
平
成
30

年
４
月
か
ら
２
０
０
両
以
上
に
適

用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と
か

ら
︑
官
民
一
体
で
取
り
組
む
普
及

・
啓
発
活
動
を
推
進
し
た
︒

⑦ 

駐
車
問
題
見
直
し
へ
の
対
応

・ 

平
成
29
年
11
月
８
日
︑
警
察
庁
交

通
局
長
あ
て
に
﹁
貨
物
集
配
中
の

車
両
に
係
る
駐
車
規
制
見
直
し
の

ト
ラ
ッ
ク
業
界
か
ら
の
要
望
書
﹂

を
提
出
し
た
︒

・ 

警
察
庁
交
通
局
長
名
に
よ
り
各
都

道
府
県
警
察
に
発
出
さ
れ
た
﹁
貨

物
集
配
中
の
車
両
に
係
る
駐
車
規

制
の
見
直
し
の
推
進
に
つ
い
て
﹂

（
平
成
30
年
２
月
20
日
付
）︑
各
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
周
知
し

た
︒

・ 

ま
た
︑
本
通
達
で
は
︑﹁
駐
車
規

制
の
見
直
し
に
際
し
︑
貨
物
の
集

配
等
を
行
う
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
者
団
体
等
か
ら
の
要
望
が
実
際

に
提
出
さ
れ
て
い
る
場
所
か
ら
検

討
を
進
め
る
こ
と
﹂
が
明
記
さ
れ

た
こ
と
か
ら
︑
各
地
ト
協
の
申
出

等
の
情
報
収
集
体
制
を
整
備
し
た
︒

⑧ 

全
国
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ

ス
ト
の
実
施

・ 

安
全
意
識
な
ら
び
に
運
転
技
能
の

向
上
を
図
る
た
め
﹁
全
国
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

を
１
５
０
名
の
参
加
者
に
よ
り
実

施
し
た
︒な
お
︑各
部
門
の
優
勝
者

は
︑
首
相
官
邸
並
び
に
石
井
啓
一

国
土
交
通
大
臣
を
表
敬
訪
問
し
た
︒

▼
労
働
対
策

① 

健
康
状
態
に
起
因
す
る
事
故
及
び

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進

・ 

国
土
交
通
省
の
﹁
事
業
用
自
動
車

健
康
起
因
事
故
対
策
協
議
会
﹂
に

参
画
︒
同
協
議
会
に
て
策
定
さ
れ

た
﹁
脳
血
管
疾
患
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
﹂
に
つ
い
て
︑
事
業
者
へ
の
周

知
を
図
っ
た
︒

・  

健
康
起
因
事
故
の
原
因
と
な
る
脳

・
心
臓
疾
患
の
早
期
発
見
に
は
︑

点
呼
時
の
血
圧
測
定
が
有
効
で
あ

る
こ
と
か
ら
︑
事
業
者
へ
の
血
圧

計
の
普
及
を
は
か
る
た
め
の
調
査

を
行
い
︑
助
成
制
度
の
創
設
を
図

っ
た
︒
ま
た
︑
計
測
し
た
血
圧
の

結
果
か
ら
乗
務
可
否
を
判
断
す
る

参
考
に
す
る
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
た
︒

・ 

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
定

期
健
康
診
断
後
の
フ
ォ
ロ
ー
か
ら

事
後
措
置
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
﹁
運

輸
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ナ
ビ
シ
ス
テ
ム
﹂
を

開
発
し
︑
普
及
に
向
け
て
の
課
題

等
を
把
握
す
る
た
め
の
実
証
実
験

を
行
っ
た
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
睡
眠
時
無
呼
吸
症

候
群
（
Ｓ
Ａ
Ｓ
）
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
検
査
の
受
検
者
２
万
４
９
１
９

名
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
た
︒

・ 

恒
久
的
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
運
輸

事
業
振
興
助
成
交
付
金
支
出
に
よ

る
定
期
健
康
診
断
の
受
診
の
促
進

に
努
め
た
︒

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め
の

健
康
起
因
事
故
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂

の
改
訂
版
を
作
成
︑
各
種
セ
ミ
ナ

ー
に
て
配
布
し
︑
健
康
状
態
に
起

因
す
る
事
故
防
止
に
努
め
た
︒

② 

労
働
災
害
防
止
、
荷
主
対
策
の
推
進

・ 

安
全
衛
生
管
理
の
徹
底
と
﹁
陸
上

貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
荷
役
作

業
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

の
周
知
・
徹
底
を
図
っ
た
︒

③ 

過
労
死
防
止
対
策
の
推
進

・ 

事
業
者
代
表
や
有
識
者
を
交
え
た

﹁
過
労
死
等
防
止
計
画
策
定
ワ
ー

キ
ン
グ
﹂
を
６
回
開
催
︑
過
労
死

等
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え
︑
そ
の

撲
滅
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

と
な
る
﹁
過
労
死
等
防
止
計
画
﹂

を
と
り
ま
と
め
た
︒

・ 

過
労
死
防
止
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
︑
陸
上
貨
物
運
送

事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
︑（
独
）

労
働
者
健
康
安
全
機
構
と
の
共
催

で
﹁
過
労
死
等
防
止
・
健
康
起
因

事
故
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー
﹂
を
全

国
46
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
い
て
延

べ
48
回
開
催
し
︑
３
４
４
０
名
が

受
講
し
た
︒

④ 

高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
、
道
の
駅

に
お
け
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

・ 

高
速
道
路
の
積
極
的
な
活
用
に
向

け
た
要
望
と
し
て
︑
社
会
資
本
整

備
審
議
会
道
路
分
科
会
第
28
回
国

土
幹
線
道
路
部
会
（
平
成
29
年
７

月
24
日
）︑
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
振
興
議
員
連
盟
総
会
（
同
年
11

月
17
日
）︑
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問

題
議
員
懇
話
会
（
同
年
11
月
17

日
）︑自
民
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路

調
査
会
（
同
年
11
月
28
日
）
な
ど

に
お
い
て
︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
及
び
道

の
駅
に
お
け
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

確
保
に
つ
い
て
強
力
に
要
望
し
た
︒

・ 

全
国
道
路
利
用
者
会
議
と
連
携
を

図
り
︑
国
道
や
県
道
等
の
幹
線
道

路
に
お
け
る
渋
滞
箇
所
や
﹁
道
の

駅
﹂︑
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
に
お
け
る
駐

車
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
状
況
に
つ
い
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
︑
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
か
ら
見
た
渋

滞
箇
所
及
び
駐
車
場
不
足
箇
所
を

取
り
ま
と
め
︑
全
国
道
路
利
用
者

会
議
と
連
携
を
図
り
︑
国
土
交
通

省
等
に
改
善
の
要
望
を
行
っ
た
︒

全
国
道
路
利
用
者
会
議
等
が
主
催

し
た
﹁
安
全
・
安
心
の
道
づ
く
り

を
求
め
る
全
国
大
会
﹂（
平
成
29

年
11
月
８
日
）
に
お
い
て
︑
Ｓ
Ａ

・
Ｐ
Ａ
や
﹁
道
の
駅
﹂
に
お
け
る

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
・
拡
張
に

つ
い
て
計
画
的
か
つ
着
実
に
推
進

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た

⑶ 

人
材
確
保
対
策
の
推
進

① 

高
校
新
卒
者
の
採
用
促
進
の
た
め

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
総
合

的
な
対
策
の
策
定
及
び
実
施

・  

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
人

材
確
保
対
策
の
促
進
を
図
る
た

め
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
登
録
サ
イ
ト
を

設
け
︑
会
員
事
業
者
︑
高
等
学
校

そ
れ
ぞ
れ
に
周
知
を
図
る
と
と
も

に
︑
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

実
施
し
た
会
員
事
業
者
に
受
け
入

れ
費
用
を
助
成
し
た
︒
助
成
実
績

額
は
︑35
件
３
５
８
万
円
で
あ
っ
た
︒

・ 

若
年
労
働
者
の
雇
用
確
保
に
資
す

る
た
め
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

仕
事
や
魅
力
を
学
生
等
に
伝
え
る

﹁
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
! !
Ｔ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
!!!
﹂
を
２
万
５

０
０
０
冊
作
成
し
︑
全
国
の
高
等

学
校
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加

登
録
事
業
者
及
び
各
ト
ラ
ッ
ク
協

会
を
通
じ
て
︑
高
校
生
な
ど
に
配

布
し
た
︒

・ 

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
若
年
労

働
者
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
︑
準
中
型
免
許
取
得
及
び
５

㌧
限
定
準
中
型
免
許
限
定
解
除
に

係
る
費
用
を
助
成
し
た
︒
助
成
実

績
額
は
︑
２
０
９
件
５
９
６
万
円
で

あ
っ
た
︒

・ 

学
生
に
対
す
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
︑各
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
し

た
出
前
授
業
や
業
界
説
明
会
等
の

開
催
費
用
を
助
成
し
た
︒助
成
額

は
10
協
会
３
１
８
万
円
で
あ
っ
た
︒

② 

女
性
、高
齢
者
の
採
用
等
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
た
労
働
力
確
保
と
定

着
及
び
活
用
・
育
成
対
策
の
推
進

・ 

若
年
・
女
性
労
働
者
の
確
保
を
図

る
た
め
︑
求
人
︑
採
用
方
法
な
ど

に
焦
点
を
当
て
た
人
材
確
保
セ
ミ

ナ
ー
を
全
国
24
協
会
26
か
所
で
開

催
し
︑
経
営
者
︑
人
事
担
当
者
な

ど
１
０
０
４
名
が
参
加
し
た
︒

・ 

即
戦
力
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ

る
退
職
自
衛
官
に
対
す
る
事
業
者

か
ら
の
求
人
票
を
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
を
通
じ
︑
自
衛
隊
地
方

協
力
本
部
等
へ
提
出
す
る
枠
組
み

を
平
成
27
年
度
よ
り
設
け
︑
平
成

29
年
度
は
７
協
会
94
名
の
求
人
票

を
自
衛
隊
に
提
出
し
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
進

む
状
況
に
お
い
て
︑
女
性
等
の
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
︑

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
等
の
増
加
を
図

る
た
め
︑
女
性
等
の
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
車
両

の
あ
り
方
に
対
す
る
検
討
会
を
設

置
し
た
︒

③ 

労
働
環
境
の
改
善
及
び
整
備
方
策

の
検
討

・ 

平
成
28
年
度
に
青
年
部
会
が
実
施

し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お

け
る
女
性
雇
用
促
進
に
関
す
る
実

態
調
査
﹂
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課

題
や
方
向
性
に
つ
い
て
︑
行
政
機

関
や
所
管
委
員
会
に
展
開
し
た
︒

・ 

上
記
人
材
確
保
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い

て
︑
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
採
用
︑

育
成
︑
定
着
に
か
か
る
各
種
方
策

に
つ
い
て
事
業
者
に
説
明
を
行
っ
た
︒

・ 

全
ト
協
が
中
小
企
業
等
経
営
強
化

法
に
よ
る
事
業
分
野
別
経
営
力
向

上
推
進
機
関
に
認
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
︑長
時
間
労
働
改
善
や

輸
送
効
率
向
上
に
向
け
︑セ
ミ
ナ
ー
︑

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
︑広
報
と
ら
っ
く
等

を
通
じ
︑
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

分
野
に
係
る
経
営
力
向
上
に
関
す

る
指
針
の
普
及
啓
発
を
行
っ
た
︒

・ 

平
成
29
年
度
第
１
次
国
土
交
通
省

補
正
予
算
に
よ
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
の
働
き
方
改
革
推
進
事
業
﹂

（
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
の
導

入
に
対
す
る
補
助
金
）
を
促
進
す

る
た
め
︑
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ

ー
の
導
入
支
援
事
業
の
執
行
団
体

と
し
て
︑
１
０
０
１
台
に
対
す
る

総
額
１
億
９
１
８
０
万
円
の
補
助

金
の
交
付
を
行
っ
た
︒

④ 

事
業
後
継
者
等
の
育
成

・ 

将
来
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
担

う
優
秀
な
人
材
を
育
成
す
る
た

め
︑
物
流
経
営
士
の
認
定
事
業
を

実
施
し
︑
29
年
度
は
新
た
に
１
１

６
名
（
愛
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
中

部
ト
ラ
ッ
ク
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

認
定
講
座
修
了
90
名
︑
東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
協
会
認
定
講
座
修
了
26

名
）
を
認
定
し
︑
平
成
30
年
３
月

末
現
在
合
計
１
８
４
７
名
の
物
流

経
営
士
が
活
躍
し
て
い
る
︒

・ 

物
流
経
営
士
資
格
の
認
知
度
向
上

を
図
る
た
め
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
認
定
者
名
簿
を
掲
載
し
て

い
る
ほ
か
︑
﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂
や

全
ト
協
提
供
ラ
ジ
オ
番
組
に
お
い

て
︑本
資
格
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
た
︒
ま

た
中
小
企
業
大
学
校
に
開
設
さ
れ

た
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
向
け
講
座
等

に
お
い
て
︑
本
資
格
取
得
者
が
講

師
と
し
て
講
演
を
行
っ
た
際
に
は
︑

受
講
者
に
対
し
資
格
の
概
要
や
取

得
の
メ
リ
ッ
ト
等
を
説
明
し
た
︒

・ 

物
流
経
営
士
の
資
質
の
向
上
及
び

物
流
経
営
士
間
の
連
携
強
化
を
図

る
た
め
︑
平
成
30
年
２
月
９
日
に

名
古
屋
市
で
64
名
︑
３
月
16
日
に

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で
31
名
の

物
流
経
営
士
が
参
加
し
た
物
流
経

営
士
研
修
会
を
開
催
し
た
︒

・ 

優
秀
な
管
理
者
を
育
成
す
る
た
め
︑

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

が
運
営
す
る
中
小
企
業
大
学
校
の

講
座
受
講
（
全
国
９
校
）
に
対
し

助
成
を
行
っ
た
︒
助
成
実
績
は
︑

２
９
９
名
４
８
１
万
円
︒

ま
た
４
校
に
お
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

業
界
の
経
営
改
善
を
図
る
た
め
︑

﹁
利
益
を
生
み
出
す
業
務
改
革･

ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
﹂が
開
講
さ
れ
た
︒

・ 

次
世
代
を
担
う
経
営
者
等
を
育
成

す
る
た
め
︑
物
流
に
関
す
る
専
門

的
な
課
程
を
有
す
る
流
通
経
済
大

学
へ
の
推
薦
制
度
を
実
施
し
︑
２

名
を
推
薦
し
た
︒

・ 

事
業
後
継
者
並
び
に
青
年
経
営
者

を
育
成
す
る
た
め
︑
２
月
22
日
に

東
京
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て

青
年
部
会
全
国
大
会
を
開
催
し
︑

青
年
経
営
者
７
２
７
名
が
参
加
し

た
︒
ま
た
︑
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
青
年
組
織
の
代
表
者
が
一
堂

に
会
す
る
全
国
代
表
者
協
議
会
を

６
月
︑
11
月
︑
２
月
に
︑
正
副
部

会
長
会
議
を
８
回
︑
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
を
全
国
９
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
︑

事
業
経
営
に
即
し
た
グ
ル
ー
プ
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
︑
講
演
な
ど
研
修

事
業
を
実
施
し
た
︒
さ
ら
に
自
民

党
青
年
局
や
倉
庫
業
界
な
ど
他
団

体
の
青
年
組
織
と
の
意
見
交
換
会

を
開
催
し
た
︒
な
お
︑
青
年
部
会

の
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
︑
全
国

の
青
年
経
営
者
か
ら
集
め
た
募
金

を
活
用
し
︑
自
動
車
専
門
課
程
を

有
す
る
高
等
学
校
３
校
に
対
し
︑

整
備
実
習
用
ト
ラ
ッ
ク
各
１
台
を

寄
贈
し
た
︒
ま
た
東
日
本
大
震
災

の
際
に
全
国
の
青
年
経
営
者
か
ら

集
め
ら
れ
た
義
援
金
１
０
０
万
円

を
仙
台
市
が
行
う
ふ
る
さ
と
の
杜

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
寄
付
し
植

樹
を
行
い
︑
４
月
７
日
に
仙
台
市

よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
︒

・ 

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
青
年

部
会
等
に
所
属
す
る
経
営
者
等
の

先
進
的
な
創
意
工
夫
に
よ
る
収
益

性
向
上
な
ど
の
取
組
に
対
す
る
顕

彰
募
集
を
行
い
︑
10
者
が
応
募
し

審
査
委
員
会
に
よ
る
審
査
の
結

果
︑２
者（
金
賞
１
者
：
広
島
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
青
年
部
会
協
議
会
﹁
こ

ど
も
運
送
に
よ
る
人
材
確
保
﹂︑

銀
賞
１
者
：
滋
賀
県
ト
ラ
ッ
ク
青

年
協
議
会
﹁
異
業
種
交
流
と
物
流

業
界
の
Ｐ
Ｒ
﹂）
が
受
賞
し
た
︒

⑷ 

高
速
道
路
通
行
料
金
の

大
口
・
多
頻
度
割
引
最

大
50
％
の
恒
久
化
及
び

割
引
制
度
の
充
実

① 

大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の

恒
久
化
及
び
割
引
制
度
の
充
実

・ 

高
速
道
路
料
金
に
お
け
る
大
口
・

多
頻
度
割
引
最
大
50
％
の
継
続
︑

全
国
の
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
積
極
的
な
整
備
推
進
及
び
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
等
諸
施
策

に
つ
い
て
︑
麻
生
太
郎
副
総
理
・

財
務
大
臣
︑
細
田
博
之
自
民
党
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員
連
盟
会

長
︑
竹
下
亘
自
民
党
総
務
会
長
・

Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査
会
長
︑

北
側
一
雄
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題

議
員
懇
話
会
会
長
を
は
じ
め
︑
政

府
与
党
の
国
会
議
員
に
対
し
強
力

に
要
望
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も

に
︑
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興

議
員
連
盟
総
会
（
平
成
29
年
11
月

17
日
）︑
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題

議
員
懇
話
会（
同
年
11
月
17
日
）︑

自
民
党
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調
査

会
（
同
年
11
月
28
日
）︑
社
会
資

本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
第
28

回
国
土
幹
線
道
路
部
会
（
同
年
７

月
24
日
）
な
ど
に
お
い
て
も
強
力

に
要
望
し
た
︒

・ 

そ
の
結
果
︑
平
成
30
年
２
月
１
日

に
成
立
し
た
平
成
29
年
度
補
正
予

算
に
お
い
て
１
０
７
億
円
が
措
置

さ
れ
︑
自
動
車
運
送
事
業
者
の
Ｅ

Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
を
対
象
に
︑

大
口
・
多
頻
度
割
引
最
大
50
％
が

平
成
30
年
度
末
ま
で
継
続
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
︒

・ 

高
速
道
路
６
会
社
は
平
成
29
年
４

月
１
日
か
ら
︑
車
両
制
限
令
違
反

者
に
対
す
る
大
口
・
多
頻
度
割
引

停
止
措
置
等
を
見
直
し
︑
①
軽
微

な
重
量
超
過
に
対
す
る
違
反
点
数

の
付
与
︑
②
軸
重
超
過
に
対
す
る

違
反
点
数
の
設
定
︑
③
違
反
点
数

の
累
積
期
間
を
２
年
間
に
拡
大
す

る
等
の
措
置
が
実
施
さ
れ
た
︒
こ

れ
ら
の
見
直
し
に
よ
り
︑
違
反
点

数
が
累
積
し
や
す
い
状
況
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
︑
平
成
29

年
12
月
６
日
に
︑
全
ト
協
と
日
貨

協
連
の
連
名
で
︑
協
同
組
合
へ
の

累
積
点
数
通
知
書
の
内
容
や
送
付

時
期
の
改
善
︑
特
殊
車
両
通
行
許

可
を
得
た
車
両
へ
の
対
応
の
改
善
︑

特
殊
車
両
の
通
行
許
可
審
査
の
迅

速
化
及
び
特
車
ゴ
ー
ル
ド
の
包
括

申
請
︑
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
ト
レ

ー
ラ
の
特
殊
車
両
通
行
許
可
申
請

手
続
き
の
簡
素
化
︑
荷
主
に
対
す

る
見
直
し
内
容
の
周
知
徹
底
及
び

荷
主
勧
告
制
度
の
活
用
を
内
容
と

す
る
﹁
車
両
制
限
令
違
反
者
に
対

す
る
大
口
・
多
頻
度
割
引
停
止
措

置
等
に
関
す
る
要
望
書
﹂
を
︑
石

川
雄
一
国
土
交
通
省
道
路
局
長
に

提
出
し
た
︒
そ
の
結
果
︑
過
積
載

車
両
の
荷
主
対
策
と
し
て
︑
現
地

取
締
り
時
に
お
け
る
違
反
者
か
ら

の
荷
主
情
報
の
聴
取
や
特
車
通
行

許
可
申
請
時
に
お
け
る
荷
主
情
報

の
記
載
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
︑

収
集
し
た
荷
主
情
報
を
活
用
し
︑

荷
主
勧
告
制
度
の
運
用
強
化
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
ま
た
︑

道
路
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
が
平
成
30
年
３
月
30
日
に
国

会
で
成
立
し
︑
国
土
交
通
大
臣
が

物
流
上
重
要
な
道
路
輸
送
網
を

﹁
重
要
物
流
道
路
﹂
と
し
て
指
定

す
る
こ
と
や
︑
通
常
の
道
路
よ
り

水
準
が
高
い
特
別
の
構
造
基
準
を

設
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
︑
当
該
基

準
を
満
た
し
た
道
路
に
お
け
る
国

際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車（
40
㌳
背
高
）

の
通
行
に
つ
い
て
特
車
許
可
手
続

き
を
不
要
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
︒

こ
の
ほ
か
︑
特
車
ゴ
ー
ル
ド
に
つ
い

て
包
括
申
請
を
対
象
と
す
る
こ

と
︑
許
可
書
類
の
電
子
媒
体
で
の

携
行
を
可
能
と
す
る
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
︒

さ
ら
に
︑
協
同
組
合
へ
の
高
速
道

路
会
社
か
ら
の
車
両
制
限
令
違
反

に
係
る
違
反
点
数
通
知
に
つ
い
て
︑

現
地
取
締
り
に
お
い
て
車
両
制
限

令
違
反
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
所

属
す
る
会
社
に
違
反
事
実
を
直
接

連
絡
す
る
こ
と
等
の
改
善
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

・ 

国
土
交
通
省
の
協
力
を
得
て
︑
実

際
に
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自

動
車
軸
重
計
測
装
置
を
使
用
し

て
︑
荷
物
の
積
み
方
を
変
え
て
大

型
ト
ラ
ッ
ク
及
び
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

の
軸
重
を
計
測
す
る
実
験
を
︑
平

成
29
年
９
月
に
秋
田
県
内
で
実
施

し
た
︒さ
ら
に
︑こ
の
結
果
を
基
に
︑

車
限
令
違
反
及
び
大
口
・
多
頻
度

割
引
停
止
措
置
の
見
直
し
の
概

要
︑
貨
物
が
偏
積
と
な
っ
た
場
合

の
影
響
︑
荷
主
勧
告
制
度
等
を
記

載
し
た
︑
荷
主
や
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
に
対
す
る
啓
発
チ
ラ
シ
を

作
成
・
配
布
し
た
︒

② 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２・０
を
活
用
し
た
物
流
対
策

・ 

上
記
の
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道

路
分
科
会
第
28
回
国
土
幹
線
道
路

部
会
に
お
い
て
︑Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
し
て
︑

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
に
よ
り
得
ら
れ
る
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
渋
滞
緩

和
の
推
進
や
運
行
管
理
支
援
の
さ

ら
な
る
充
実
に
つ
い
て
要
望
し
た
︒

・ 

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車
を
対
象

に
︑高
速
道
路
か
ら
一
時
退
出
し
て

﹁
道
の
駅
﹂で
休
憩
等
し
た
後
高
速

道
路
に
再
流
入
し
た
場
合
で
も
︑

料
金
は
高
速
道
路
を
利
用
し
た
ま

ま
と
す
る
措
置
に
つ
い
て
︑
平
成

29
年
５
月
～
７
月
に
か
け
て
全
国

３
か
所
の
道
の
駅
で
実
験
が
開
始

さ
れ
た
︒
さ
ら
に
︑
平
成
30
年
３

月
に
は
︑
追
加
で
全
国
17
か
所
の

道
の
駅
で
実
験
が
開
始
さ
れ
た
︒

⑸ 

原
価
管
理
に
基
づ
く
適

正
運
賃
収
受
の
推
進

① 

原
価
管
理
の
徹
底
等
に
よ
る
適
正

運
賃
・
料
金
の
収
受

・ 

国
土
交
通
省
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討
会
﹂

に
つ
い
て
︑
全
ト
協
か
ら
は
坂
本

克
己
会
長
︑
馬
渡
雅
敏
副
会
長
が

参
画
し
て
︑
適
正
運
賃
・
料
金
収

受
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ
︑

本
検
討
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま

え
て
︑
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約

款
が
改
正
さ
れ
た
（
公
布
：
平

成
29
年
８
月
４
日
︑
施
行
：
同

年
11
月
４
日
）︒

・ 

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
の
改

正
の
内
容
は
︑
運
賃
と
料
金
の
区

別
の
明
確
化
︑
待
機
時
間
料
を
新

た
に
規
定
︑
附
帯
業
務
の
内
容
の

明
確
化
等
で
あ
り
︑
改
正
を
周
知

す
る
た
め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
28

万
部
作
成
し
︑
荷
主
勧
告
制
度
を

周
知
・
啓
発
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

と
と
も
に
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

者
及
び
経
済
産
業
省
・
農
林
水
産

省
所
管
の
荷
主
団
体
・
荷
主
企
業

等
に
幅
広
く
配
布
し
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
に
対
す
る
説
明
や
荷

主
へ
の
働
き
か
け
等
に
活
用
し
た
︒

ま
た
︑機
関
紙
﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂

に
お
い
て
︑
新
約
款
に
基
づ
く
運

賃
・
料
金
の
届
出
を
行
い
︑
実
際

に
運
賃
・
料
金
の
収
受
が
で
き
て

い
る
事
業
者
の
好
事
例
や
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
取
組
等
を
掲
載
し
︑
周

知
を
図
っ
た
︒
平
成
30
年
３
月
30

日
現
在
の
︑
新
た
な
標
準
貨
物
自

動
車
運
送
約
款
に
基
づ
く
運
賃
・

料
金
の
届
出
率
は
39
・
６
％
と
な

っ
て
い
る
︒

・ 

標
準
約
款
改
正
後
の
﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
の
適
正
運
賃
・
料
金
検
討

会
﹂（
第
５
回
：
平
成
29
年
12
月

20
日
︑
第
６
回
：
平
成
30
年
２
月

19
日
）
に
お
い
て
は
︑
持
続
可
能

な
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
経
営
等
の

た
め
に
必
要
な
コ
ス
ト
構
成
等
に

つ
い
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
・

荷
主
の
双
方
に
お
け
る
共
通
か
つ

適
切
な
理
解
の
形
成
を
促
す
た
め

の
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
︒

・ 

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
原

価
管
理
等
の
意
識
向
上
に
よ
り
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
た
め
︑﹁
平

成
29
年
度
原
価
意
識
強
化
セ
ミ
ナ

ー
﹂
を
全
国
31
協
会
35
か
所
で
開

催
︒
経
営
者
な
ど
２
１
３
０
名
が

参
加
し
た
︒
今
年
度
は
︑
取
引
先

と
の
交
渉
力
の
強
化
︑
生
産
性
向

上
な
ど
を
取
り
入
れ
︑
経
営
力
の

向
上
を
図
る
内
容
と
し
た
︒

・ 

適
正
な
運
賃
・
料
金
を
収
受
す
べ

く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
﹁
運
賃
原
価

.com

﹂
サ
イ
ト
を
設
け
︑
各
種
情

報
を
展
開
し
た
ほ
か
︑
自
社
の
経

営
実
態
を
把
握
す
る
支
援
ツ
ー
ル

の
一
つ
と
し
て
︑
車
両
台
数
１
０
０

両
ま
で
対
応
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
に
お
け
る
原
価
計
算
シ
ー
ト
﹂

（Excel

）
を
掲
載
し
た
︒

・ 

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
経

営
改
善
に
資
す
る
た
め
︑
専
門
家

が
事
業
者
の
経
営
状
況
を
診
断

し
︑
改
善
策
を
提
案
す
る
経
営
診

断
促
進
助
成
事
業
を
行
っ
た
︒
申

請
実
績
は
︑
ス
テ
ッ
プ
１
（
総
合

的
な
経
営
診
断
）
が
７
件
︑
ス
テ

ッ
プ
２（
経
営
改
善
相
談
）が
３
件
︒

・ 

経
営
分
析
事
業
と
し
て
︑
平
成
28

年
度
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

の
車
両
別
︑
地
域
別
等
の
経
営
状

況
に
つ
い
て
２
３
３
３
社
の
営
業
報

告
書
デ
ー
タ
を
集
計
し
︑
業
界
の

指
標
と
な
る
経
営
分
析
報
告
書
を

作
成
・
公
表
し
た
︒
分
析
の
結
果
︑

燃
料
価
格
下
落
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
が
営
業
利
益
改
善
に
寄
与
し
た

が
︑
人
材
不
足
に
よ
る
影
響
に
よ

り
︑
人
件
費
コ
ス
ト
の
上
昇
及
び

傭
車
費
用
が
増
加
し
︑
業
績
改
善

は
限
定
的
と
な
っ
た
︒
な
お
︑
協

力
事
業
者
に
対
し
て
は
個
別
企
業

診
断
書
を
作
成
・
送
付
し
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
荷
主
企

業
と
の
適
正
取
引
確
保
の
た
め
︑

日
貨
協
連
と
連
名
で
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
の
成
約
運
賃
指
数
を
全
ト
協
Ｈ

Ｐ
︑
ト
ラ
ッ
ク
業
界
紙
︑
荷
主
業

界
紙
等
に
毎
月
公
表
し
た
︒

・ 

第
41
回
中
央
近
代
化
基
金
融
資
と

し
て
公
募
及
び
推
薦
を
実
施
し

た
︒
補
完
融
資
は
公
募
枠
30
億
円

に
対
し
て
推
薦
決
定
３
件
２
億
２

５
０
０
万
円
︑
調
整
融
資
は
公
募

枠
35
億
円
に
対
し
て
推
薦
決
定
16

件
２
億
４
５
０
０
万
円
で
あ
っ
た
︒

激
甚
災
害
融
資
に
つ
い
て
は
︑
九

州
北
部
豪
雨
に
つ
い
て
公
募
枠
３

億
円
を
設
定
し
た
が
︑
推
薦
決
定

実
績
は
な
か
っ
た
︒
利
子
補
給
助

成
事
業
に
つ
い
て
は
︑
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
す
る
﹁
ポ

ス
ト
新
長
期
規
制
適
合
車
﹂﹁
低

公
害
車
及
び
省
エ
ネ
関
連
機
器
﹂

﹁
５
両
未
満
事
業
者
に
対
す
る
特

別
増
車
﹂
融
資
に
か
か
る
利
子
補

給
事
業
に
対
し
︑
助
成
を
実
施
︒

平
成
29
年
度
に
お
け
る
利
子
補
給

助
成
額
は
２
億
７
０
０
０
万
円
で
あ

っ
た
︒

・ 

各
都
道
府
県
信
用
保
証
協
会
の
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
等
の
保
証

を
受
け
る
際
に
支
払
う
保
証
料
の

助
成
事
業
を
行
う
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
に
対
し
て
助
成
を
行
っ

た
︒
助
成
実
績
は
︑
１
８
８
件
︑

１
５
５
２
万
円
︒
な
お
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
は
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
の
特
定
業
種
に
平
成
10
年
７

月
か
ら
平
成
30
年
６
月
ま
で
指
定

が
継
続
さ
れ
て
い
る
︒

② 

契
約
の
書
面
化
及
び
下
請
・
荷
主

適
正
取
引
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

普
及
・
定
着

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
生
産

性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
﹂
に
お
い
て
︑

書
面
化
の
重
要
性
や
下
請
・
荷
主

適
正
取
引
推
進
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
︑
国
土
交

通
省
作
成
の
﹁
価
格
交
渉
ノ
ウ
ハ

ウ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
や
運
送
委

託
者
向
け
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

・
説
明
し
︑
会
員
事
業
者
及
び
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
普
及
・

定
着
を
図
っ
た
︒

③ 

Ｉ
Ｔ
化
の
推
進

・ 

業
務
の
効
率
化
を
図
り
人
材
不
足

に
対
応
す
る
た
め
︑
平
成
25
年
度

に
実
施
し
た
中
小
事
業
者
が
求
め

る
Ｉ
Ｔ
機
器
類
実
態
調
査
に
基
づ

き
︑事
例
集
︑事
例
紹
介
動
画
１
編

を
追
加
︑
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
︑導
入
支
援
を
図
っ
た
︒

・ 

中
小
事
業
者
の
情
報
化
支
援
を
図

る
た
め
︑
情
報
化
支
援
セ
ミ
ナ
ー

を
全
国
16
協
会
で
開
催
し
︑
経
営

者
︑
シ
ス
テ
ム
担
当
者
ら
４
７
７

名
が
参
加
し
た
︒
セ
ミ
ナ
ー
で
は
︑

Ｉ
Ｔ
導
入
成
功
事
例
の
ほ
か
︑
改

正
個
人
情
報
保
護
法
︑
最
近
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
紹
介
し
た
︒

・ 

全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
Ｉ
Ｔ

機
器
導
入
に
係
る
各
種
助
成
制
度

や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
情
報

を
掲
載
し
︑
周
知
を
図
っ
た
︒

⑹ 

参
入
基
準
の
厳
格
化
等

規
制
緩
和
の
見
直
し
の

促
進

① 

参
入
基
準
の
厳
格
化
等
規
制
緩
和

の
見
直
し
の
促
進

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改

革
実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
﹂
の
策
定
に
お
い
て
︑
参
入

基
準
の
厳
格
化
等
規
制
緩
和
の
見

直
し
の
促
進
を
念
頭
に
置
い
て
検

討
し
︑
新
規
参
入
事
業
者
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
強
化
や
巡
回
指
導

の
充
実
強
化
を
盛
り
込
ん
だ
︒

・ 

運
輸
支
局
と
連
携
し
︑
円
滑
か
つ

効
果
的
な
指
導
を
行
い
︑
事
業
の

早
期
適
正
化
を
図
っ
た
︒

1,002 件

792 件

100 件

新規巡回
指導件数

労基特別
巡回指導件数

速報件数

⑺ 

新
技
術
を
活
用
し
た
物

流
の
効
率
化
等
の
推
進

① 

自
動
運
転
・
隊
列
走
行
の
対
応

・ 

国
の
先
進
安
全
自
動
車（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）

推
進
計
画
及
び
隊
列
走
行
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
に
参
画
し
︑
よ

り
安
全
性
の
高
い
自
動
車
運
転
技

術
の
普
及
等
に
取
り
組
ん
だ
︒

・ 

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
生
産
性
向
上

等
に
資
す
る
自
動
運
転
・
隊
列
走

行
な
ど
新
技
術
を
活
用
し
た
物
流

の
効
率
化
等
の
推
進
に
つ
い
て
︑

関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
だ
︒

② 

中
継
輸
送
及
び
共
同
輸
配
送
の
対
応

・ ﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お
け
る
生
産

性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
﹂
に
お
い
て
︑

国
土
交
通
省
が
作
成
し
た
︑
中
継

輸
送
の
概
要
や
検
討
の
手
順
等
を

示
し
た
﹁
中
継
輸
送
実
施
の
手
引

き
﹂
及
び
共
同
輸
配
送
の
効
果
的

な
事
例
を
示
し
た
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運

送
に
お
け
る
生
産
性
向
上
方
策
に

関
す
る
手
引
き
﹂
を
配
布
・
説
明

し
︑
会
員
事
業
者
及
び
都
道
府
県

ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
周
知
を
図
っ
た
︒

【
重
点
施
策
】

⑴ 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡

素
化
・
軽
減
の
実
現

① 

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽

減
の
実
現

② 

軽
油
引
取
税
の
旧
暫
定
税
率
の
廃

止
等
税
負
担
の
軽
減

・ 

平
成
30
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に

関
す
る
要
望
項
目
に
つ
い
て
は
︑

都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら
の

要
望
事
項
を
基
に
︑
第
５
回
税
制

・
交
付
金
委
員
会
（
平
成
29
年
５

月
24
日
）︑
第
１
７
０
回
理
事
会

（
同
年
６
月
１
日
）
の
承
認
を
得

て
決
定
し
た
︒
要
望
項
目
は
以
下

の
と
お
り
︒

︿
税
制
改
正
関
連
﹀

１  

自
動
車
関
係
諸
税
の
簡
素
化
・

軽
減
の
実
現

⑴ 

一
般
財
源
化
に
よ
り
課
税
根
拠

を
失
っ
た
軽
油
引
取
税
に
つ
い

て
旧
暫
定
税
率
廃
止

⑵
自
動
車
税
の
引
下
げ

⑶ 

自
動
車
税
に
お
け
る
営
自
格
差

見
直
し
反
対

⑷ 

自
動
車
重
量
税
の
道
路
特
定
財

源
化

２  

特
例
措
置
の
延
長

⑴ 

Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先
進
安
全
自
動
車
）

特
例
措
置
の
延
長
・
拡
充

⑵ 

自
動
車
取
得
税
に
お
け
る
免
税

制
度（
取
得
価
格
50
万
円
以
下
）

の
延
長

⑶  

雇
用
促
進
税
制
の
延
長

⑷  

所
得
拡
大
促
進
税
制
の
延
長

⑸  

少
額
資
産
即
時
償
却
の
延
長

⑹  

物
流
総
合
効
率
化
法
に
基
づ
く

特
例
措
置
の
延
長

３  

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
運
営
す
る
地
域

防
災
・
災
害
対
策
関
連
施
設
等
に

つ
い
て
固
定
資
産
税
の
軽
減
措
置

の
適
用

︿
予
算
関
連
﹀

１  

高
速
道
路
料
金
の
更
な
る
引
下
げ

２  

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

及
び
料
金
割
引
等
の
拡
充

３  

高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
︑
道
の

駅
に
お
け
る
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
活

用
及
び
整
備
・
拡
充

４  

高
速
道
路
の
積
極
的
な
活
用
に
向

け
た
諸
施
策
の
実
現

５  

下
関
北
九
州
道
路
の
早
期
実
現

６  

環
境
対
策
及
び
省
エ
ネ
対
策
の
た

め
の
補
助

７  

交
通
安
全
対
策
の
た
め
の
補
助

８  

働
き
方
改
革
実
現
の
た
め
の
諸
対

策
に
係
る
補
助
・
助
成
の
創
設
・

［
Ⅰ
］
一
般
情
勢

事
業
活
動
の
概
要

［
Ⅱ
］
事
業
活
動

１面に関連

平
成
29
年
度 

事
業
報
告
書

公
益
社
団
法
人 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
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拡
充

９  
フ
ェ
リ
ー
等
利
用
に
対
す
る
補
助

・
助
成
制
度
の
創
設

・ 
要
望
活
動
に
つ
い
て
は
︑
麻
生
太

郎
副
総
理
・
財
務
大
臣
︑
細
田
博

之
自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議

員
連
盟
会
長
︑
竹
下
亘
自
民
党
総

務
会
長
・
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
・
道
路
調

査
会
長
︑
北
側
一
雄
公
明
党
ト
ラ

ッ
ク
問
題
議
員
懇
話
会
会
長
を
は

じ
め
政
府
与
党
の
国
会
議
員
に
対

し
︑
日
本
自
動
車
会
議
所
や
自
動

車
税
制
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
関

係
団
体
と
協
調
し
て
積
極
的
に
陳

情
活
動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
︑

自
民
党
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
振
興
議
員

連
盟
総
会（
平
成
29
年
11
月
17
日
）

及
び
公
明
党
ト
ラ
ッ
ク
問
題
議
員

懇
話
会
（
同
年
11
月
17
日
）
な
ど

に
お
い
て
も
強
力
に
要
望
し
た
︒

・ 

税
制
改
正
の
結
果
に
つ
い
て
は
︑

政
府
に
お
い
て
平
成
30
年
度
税
制

改
正
大
綱
を
平
成
29
年
12
月
22
日

に
閣
議
決
定
し
︑
税
制
改
正
関
連

法
案
は
平
成
30
年
３
月
28
日
に
国

会
で
成
立
し
た
︒
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
に
関
係
す
る
主
な
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
︒

・ 

Ａ
Ｓ
Ｖ
（
先
進
安
全
自
動
車
）
特

例
措
置
に
つ
い
て
︑
適
用
対
象
と

な
る
装
置
に
車
線
逸
脱
警
報
装
置

が
追
加
さ
れ
た
ほ
か
︑
適
用
要
件

等
の
見
直
し
・
拡
充
の
上
︑
自
動

車
重
量
税
に
関
す
る
特
例
措
置
に

つ
い
て
は
適
用
期
限
が
３
年
延
長

さ
れ
た
︒

・ 

自
動
車
取
得
税
に
お
け
る
免
税
制

度
に
つ
い
て
は
︑
適
用
期
限
が
１

年
６
か
月
延
長
さ
れ
た
︒

・ 

物
流
総
合
効
率
化
法
に
基
づ
き
取

得
し
た
資
産
（
倉
庫
︑
附
属
機
械

設
備
等
）
に
係
る
固
定
資
産
税
等

が
軽
減
さ
れ
る
措
置
に
つ
い
て
︑

適
用
期
限
が
２
年
延
長
さ
れ
た
︒

・ 

自
動
車
税
の
営
自
格
差
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
︑
阻
止
す
る
こ
と
が
で

き
た
︒

・ 

平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
基
づ

き
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
関
係

す
る
税
制
の
基
礎
知
識
や
内
容
を

と
り
ま
と
め
た
﹁
平
成
29
年
度
版

ト
ラ
ッ
ク
税
制
の
基
礎
知
識
﹂
を

作
成
し
︑
配
布
し
た
︒

⑵ 

燃
料
費
対
策
の
推
進
及

び
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

の
導
入

① 

自
家
用
燃
料
供
給
施
設
整
備
支
援

助
成
事
業
及
び
燃
料
費
対
策
特
別

融
資
の
実
施

・ 

自
家
用
燃
料
供
給
施
設
整
備
支
援

助
成
事
業
と
し
て
︑
自
家
用
燃
料

供
給
施
設
（
燃
料
タ
ン
ク
）
の
新

設
又
は
増
設
を
行
う
事
業
者
に
対

し
助
成
を
行
っ
た
︒
助
成
実
績
は
︑

新
設
83
件
︑
増
設
７
件
︑
合
計
90

件
︑
８
５
１
０
万
円
で
あ
っ
た
︒

・ 

燃
料
費
対
策
と
し
て
︑
中
央
近
代

化
基
金﹁
燃
料
費
対
策
特
別
融
資
﹂

を
実
施
し
た
︒
公
募
枠
40
億
円
に

対
し
て
︑
推
薦
決
定
１
７
６
件
︑

32
億
８
７
０
０
万
円
で
あ
っ
た
︒

② 

石
油
製
品
価
格
動
向
調
査
の
実
施

・ 

石
油
製
品
価
格
の
動
向
の
全
国
調

査
︑
石
油
製
品
の
需
給
動
向
や
価

格
の
変
動
要
因
に
つ
い
て
分
析
を

実
施
し
た
︒

③ 

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
の
積
極
的

な
促
進

・ 

燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
導
入
の
重
要

性
や
参
考
資
料
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
た
︑
国
土
交
通
省
作
成
の
﹁
価

格
交
渉
ノ
ウ
ハ
ウ
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
﹂
を
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
に
お

け
る
生
産
性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
﹂
で

配
布
・
説
明
し
︑
会
員
事
業
者
及

び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
周

知
を
図
っ
た
︒

④ 

フ
ェ
リ
ー
利
用
等
の
推
進
に
向
け
た

対
策

・ 

長
時
間
労
働
を
抑
制
し
︑
労
働
環

境
を
改
善
す
る
た
め
︑
フ
ェ
リ
ー

等
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
︑
フ

ェ
リ
ー
等
利
用
に
対
す
る
補
助
・

助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
平
成

30
年
度
税
制
改
正
・
予
算
に
関
す

る
要
望
項
目
の
ひ
と
つ
と
し
て
︑

関
係
省
庁
及
び
与
党
国
会
議
員
に

対
し
て
要
望
を
行
っ
た
︒

⑶ 

環
境
・
省
エ
ネ
対
策
の

推
進　

① 

新
・
環
境
基
本
行
動
計
画
の
推
進

・ 

日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
主
唱
す

る
﹁
低
炭
素
社
会
実
行
計
画
﹂
に

自
主
的
に
参
加
し
︑﹁
新
・
環
境

基
本
行
動
計
画
﹂
の
内
容
に
沿
っ

て
︑
２
０
２
０
年
度
を
目
標
と
す

る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
取
り
組
む

な
ど
︑
一
層
深
刻
化
す
る
地
球
温

暖
化
問
題
を
は
じ
め
︑
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
等
に
的
確
に
対
応
し
た
︒

② 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
に
向
け
た
Ｅ
Ｍ

Ｓ
機
器
等
の
導
入
及
び
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
支
援
装
置
の
普
及
促
進

・ 
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
徹
底
を
図
る
た

め
︑
燃
料
消
費
量
の
削
減
効
果
が

高
い
Ｅ
Ｍ
Ｓ
機
器
等
の
普
及
促
進

を
図
る
と
と
も
に
︑
荷
主
と
の
連

⑷ 

適
正
化
事
業
等
の
推
進
に

よ
る
法
令
遵
守
の
徹
底

① 

事
故
防
止
・
安
全
対
策
等
の
指
導

内
容
の
充
実
強
化
及
び
事
業
者
・

運
行
管
理
者
等
に
対
す
る
指
導
の

推
進

・ ﹁
巡
回
指
導
の
指
針
﹂
及
び
﹁
巡

回
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
に
基
づ
き
︑

新
規
事
業
者
や
悪
質
事
業
者
及
び

小
規
模
事
業
者
な
ど
巡
回
指
導
の

必
要
性
が
高
い
事
業
者
へ
の
巡
回

指
導
に
努
め
た
︒

29年度

27,292 件
（事業所）

79,399 件

巡回指導
件数

指導項目
の総数

・
29
年
度
は
︑
国
の
制
度
改
正
﹁
指

導
監
督
指
針
（
運
転
者
教
育
）﹂

﹁
運
行
記
録
計
装
着
の
義
務
化
﹂

等
へ
の
事
業
所
の
対
応
不
足
︑
評

価
の
低
い
事
業
所
へ
の
重
点
的
な

巡
回
指
導
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ

り
︑
巡
回
指
導
結
果
の
総
合
評
価

は
︑
評
価
の
良
い
Ａ
・
Ｂ
ラ
ン
ク

の
割
合
が
︑
前
年
度
よ
り
３
・
４

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
︑
評
価
の
悪
い

Ｄ
・
Ｅ
ラ
ン
ク
の
割
合
が
０
・
７

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
︒

・ 

労
働
保
険
及
び
社
会
保
険
に
つ
い

て
︑
未
加
入
事
業
所
へ
適
正
に
加

入
す
る
よ
う
指
導
を
行
っ
た
︒

29年度
労災保険・雇用保険

5.3％
（前年度比0.1ポイント減）

健康保険・厚生年金保険

10.7％
（前年度比0.9ポイント減）

・ 

平
成
29
年
度
末
の
適
正
化
事
業
指

導
員
に
つ
い
て
は
︑以
下
の
と
お
り
︒

適正化事業指導員

定 数

平成30年3月末
指導員数 専任者

率
（％）専任 兼任 計

346 名 352 名 74 名 426 名 101.7

　

 

な
お
︑
巡
回
率
及
び
指
導
員
１
人

当
た
り
の
巡
回
件
数
等
を
考
慮
し

た
実
施
機
関
毎
の
巡
回
指
導
実
施

目
標
件
数
を
定
め
︑
巡
回
率
の
向

上
に
努
め
た
︒

・ ﹁
巡
回
指
導
の
指
針
﹂
及
び
﹁
巡

回
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
を
全
面
的

に
改
訂
し
︑
評
価
手
法
等
に
つ
い

携
に
よ
る
省
エ
ネ
対
策
に
資
す
る

た
め
動
態
管
理
シ
ス
テ
ム
の
普
及

拡
大
に
取
り
組
ん
だ
︒

・ 

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
支
援
装

置
と
し
て
︑
ヒ
ー
タ
ー
４
９
６
台
︑

ク
ー
ラ
ー
３
５
５
台
の
導
入
に
対

す
る
助
成
を
行
っ
た
︒

・ 

ト
ラ
ッ
ク
業
界
と
し
て
︑
15
箇
所

目
と
な
る
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
森
﹂
と

し
て
︑
宮
城
県
﹁
岩
沼
潮
除
須
賀

松
の
森
（
い
わ
ぬ
ま
し
お
よ
け
す

か
ま
つ
の
も
り
）﹂
に
植
樹
し
た
︒

③ 

Ｎ
Ｇ
Ｖ
等
低
公
害
車
の
普
及
促
進

・ 

環
境
対
応
車
導
入
促
進
事
業
と
し

て
︑
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
３
３
７
７
台
︑
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
車
８
２
９
台
に
対
す
る

助
成
を
行
っ
た
︒

④ 

温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み

て
地
域
差
が
生
じ
な
い
よ
う
︑よ
り

具
体
的
に
規
定
し
た
︒
ま
た
︑平

成
30
年
４
月
か
ら
円
滑
に
実
施
で

き
る
よ
う
︑
各
ブ
ロ
ッ
ク
等
で
説

明
会
を
開
催
し
︑周
知
を
図
っ
た
︒

② 
安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）
の
積
極
的
な
推
進
及
び
普
及

促
進
策
の
実
施

・ 
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
の
認
定
件
数
は

次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
︒

安全性評価事業（G マーク制度）

認定
事業所
割合

（％）

28.7

全国認定
事業所数

（平成30年
3月現在）

24,319

平成29年度

認定
事業所数

6,607

申請
事業所数

6,800

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
制
度
の
認
知
度
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
と
連
携
し
︑
新
た
に
19

台
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
を
走
行

さ
せ
た
︒
そ
の
他
︑
ト
ラ
ッ
ク
協

会
が
自
主
的
に
運
行
し
た
ラ
ッ
ピ

ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
︑
及
び
平
成
24
年

度
か
ら
継
続
し
て
走
行
し
て
い
る

ラ
ッ
ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
を
合
わ
せ
︑

１
７
２
台
を
走
行
さ
せ
た
︒

ま
た
︑
東
名
高
速
道
路
の
海
老
名

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
上
り
）
に
お

い
て
︑
10
～
11
月
の
２
か
月
間
に

わ
た
り
︑
Ｇ
マ
ー
ク
の
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
（
上
り
１
基
）

及
び
フ
ー
ド
コ
ー
ト
内
の
テ
ー
ブ

ル
ス
テ
ッ
カ
ー
（
80
枚
）
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
︒
な
お
︑
こ
の
期

間
に
併
せ
て
一
般
消
費
者
等
に
向

け
た
Ｇ
マ
ー
ク
認
知
度
を
調
査
す

る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
︑

一
般
の
方
々
の
36
・
５
％
が
Ｇ
マ

ー
ク
の
意
味
ま
で
知
っ
て
い
る
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
︒

Q3. 意味も知
っている

36.5％

71.4％

97.7％

56.7％

Q2. 呼び方も
知っている

40.2％

71.4％

97.7％

59.1％

Q1. 見たこと
がある

65.1％

85.7％

98.9％

76.3％

回答者の種別
（回答数）

一般の方（189 人）

荷主関係（14 人）

トラック事業関係
（88 人）

合計（291人）

　

 

さ
ら
に
︑
引
越
安
心
マ
ー
ク
と
合

同
で
︑
一
般
向
け
の
優
良
認
定
制

度
及
び
認
定
マ
ー
ク
の
周
知
ポ
ス

・ 

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
還
付
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
地
球
温

暖
化
対
策
税
の
代
替
と
し
て
︑
環

境
省
・
経
済
産
業
省
と
国
土
交

通
省
の
平
成
29
年
度
の
連
携
事
業

と
し
て
︑
以
下
の
事
業
に
つ
い
て

関
係
者
に
周
知
し
︑
二
酸
化
炭
素

排
出
抑
制
に
努
め
た
︒

︻
環
境
省
関
連
事
業
︼

◎ 

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ

ク
普
及
加
速
化
事
業29

億
６
千
万
円 

◎ 

先
進
環
境
対
応
ト
ラ
ッ
ク
等
導

入
加
速
事
業 

７
億
８
千
万
円

︻
経
済
産
業
省
関
連
事
業
︼

◎ 

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
省
エ

ネ
化
推
進
事
業 

21
億
２
千
万
円

タ
ー
（
１
万
３
５
０
０
枚
）
を
作

成
し
︑
国
土
交
通
省
と
連
携
し
て

高
速
道
路
の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
や
道
の

駅
等
に
掲
示
し
て
も
ら
う
よ
う
に

努
め
た
︒

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
つ
い
て
︑
次
の
と
お
り
実
施

し
た
︒

ⅰ 

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
行
う
一

部
助
成
事
業
に
関
し
て
優
遇
措
置

を
設
け
た
︒

通常

7 割

対象外

8 万円

2 万円

G マーク事業所

10 割

1台 1万円

10 万円

3 万円

助成対象
「ドライバー等安全教育訓練促進助成」
特別研修の受講料助成金

「安全装置等導入促進助成」
IT 機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する
携帯型アルコール検知器助成金

「経営診断受診促進助成」経営診断助成金

「経営診断受診促進助成」経営診断相談助成金

ⅱ 

国
土
交
通
省
と
の
連
携
に
よ
り
優

遇
措
置
が
実
施
さ
れ
た
︒

優遇内容

通常３年間→２年間
IT 点呼等

最低３台→１台
地方運輸局長等表彰
通常２年→最長４年

優遇措置

違反点数の消去
点呼の優遇

CNG トラック等の補助条件の緩和
安全性優良事業所表彰

基準緩和自動車の有効期間の延長

　

 

ま
た
︑
一
部
の
損
保
会
社
に
お
い

て
︑
Ｇ
マ
ー
ク
事
業
所
に
対
す
る

保
険
料
割
引
が
実
施
さ
れ
た
︒

・ 

Ｇ
マ
ー
ク
ス
テ
ッ
カ
ー
の
﹁
有
効

期
限
切
れ
﹂
や
﹁
廃
車
時
﹂
の
剥

離
の
徹
底
等
︑
ス
テ
ッ
カ
ー
の
適

正
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
︑
申

請
案
内
ポ
ス
タ
ー
や
申
請
案
内
な

ど
の
印
刷
物
を
用
い
て
広
報
啓
発

し
た
︒

③ 

適
正
化
事
業
指
導
員
に
係
る
研
修

事
業
の
充
実
並
び
に
更
な
る
資
質

の
向
上

・ 

適
正
化
事
業
指
導
員
に
対
す
る
全

国
研
修
に
つ
い
て
は
︑
初
級
研
修

（
４
月
︑
10
月
）
に
お
い
て
︑
調

査
手
法
の
基
礎
的
知
識
の
習
得
を

図
り
︑専
門
研
修
（
９
月
）
で
は
︑

模
擬
巡
回
指
導
に
よ
る
実
践
的
な

内
容
に
よ
り
調
査
手
法
及
び
判
断

基
準
の
均
一
化
を
図
っ
た
︒
特
別

研
修
（
11
月
）
で
は
︑
30
年
度
か

ら
新
た
に
巡
回
指
導
項
目
と
な
る

﹁
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹂
に

つ
い
て
習
得
を
図
っ
た
︒

・ 

小
規
模
グ
ル
ー
プ
研
修
に
お
い
て

は
︑
差
異
が
発
生
し
や
す
い
指
導

項
目
に
つ
い
て
︑
模
擬
巡
回
指
導

や
グ
ル
ー
プ
討
議
を
通
じ
て
評
価

手
法
の
均
一
化
を
推
進
し
た
︒
ま

た
︑
官
民
合
同
の
地
方
ブ
ロ
ッ
ク

適
正
化
事
業
指
導
員
研
修
を
実
施

し
︑
情
報
の
共
有
を
図
っ
た
︒

・ 

平
成
29
年
度
末
の
適
正
化
事
業
指

導
員
の
運
行
管
理
者
資
格
取
得
に

つ
い
て
は
︑
以
下
の
と
お
り
︒

適正化指導員

平成29年度 全指導員における
運行管理者資格

取得状況受験者数 合格者数
（合格率）

29 名
26 名

（93.1％）
274 名

（64.3％）

④ 

特
殊
車
両
通
行
許
可
制
度
の
遵
守

の
徹
底

・ 

特
殊
車
両
通
行
許
可
制
度
の
内
容

や
改
正
点
に
つ
い
て
周
知
す
る
た

め
︑
同
制
度
に
関
す
る
講
習
会
を

全
国
22
箇
所
で
開
催
す
る
と
と
も

に
︑
全
国
の
事
業
者
が
一
斉
に
受

講
で
き
る
Ｔ
Ｖ
会
議
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
た
講
習
会
を
６
回
開
催

し
︑法
令
遵
守
の
徹
底
に
努
め
た
︒

⑤ 

車
両
及
び
道
路
通
行
等
諸
規
制
の

緩
和
要
望
の
推
進

・ 

行
政
と
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
開
催
や
共
同
で
の
講
習
会
の
開

催
等
を
通
じ
︑
特
殊
車
両
通
行
許

可
制
度
の
適
正
な
運
用
と
更
な
る

簡
素
化
や
︑
重
量
物
輸
送
に
関
す

る
諸
課
題
の
改
善
に
つ
い
て
︑
要

望
や
意
見
交
換
等
を
重
ね
た
結

果
︑
次
の
と
お
り
対
策
等
が
講
じ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

・ 

特
車
制
度
の
審
査
期
間
長
期
化
対

策
に
つ
い
て
は
︑
国
に
よ
る
地
方

道
の
道
路
便
覧
収
録
や
審
査
内
容

簡
素
化
が
実
施
さ
れ
︑
平
成
30
年

度
内
を
目
途
に
︑
許
可
期
間
延
長

や
自
動
審
査
シ
ス
テ
ム
強
化
の
実

施
が
決
ま
る
な
ど
︑
多
く
の
対
策

が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

・ 

基
準
緩
和
車
両
の
有
効
期
間
に
つ

い
て
は
︑
Ｇ
マ
ー
ク
取
得
事
業
所

に
所
在
す
る
基
準
緩
和
車
両
に
つ

い
て
︑
継
続
緩
和
に
お
け
る
緩
和

認
定
期
間
の
延
長
が
実
現
し
た
︒

・ 

特
車
制
度
の
簡
素
化
に
資
す
る
特

車
ゴ
ー
ル
ド
制
度
の
活
用
促
進
に

つ
い
て
は
︑
そ
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
︑
平
成
30
年
度
内
を

目
処
に
︑
包
括
申
請
を
同
制
度
の

対
象
と
す
る
た
め
の
検
討
︑
膨
大

な
携
行
書
類
を
電
子
媒
体
に
て
携

行
す
る
た
め
の
検
討
や
ラ
ス
ト
１

マ
イ
ル
を
中
心
に
大
型
車
誘
導
区

間
を
充
実
さ
せ
る
検
討
等
が
始
ま

る
こ
と
と
な
っ
た
︒

・ 

同
じ
く
特
車
制
度
簡
素
化
の
一
環

と
し
て
︑
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車

等
に
つ
い
て
は
︑
そ
の
通
行
に
係
る

許
可
を
不
要
と
す
る
重
要
物
流
道

路
制
度
の
創
設
等
を
含
む
道
路
法

改
正
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
︒

・ 

重
量
物
輸
送
に
関
す
る
関
係
法
令

・
制
度
等
の
荷
主
業
界
に
対
す
る

周
知
や
理
解
の
促
進
に
つ
い
て
は
︑

国
土
交
通
省
道
路
局
と
共
同
に
て
︑

﹁
積
め
る
重
さ
﹂と﹁
運
べ
る
重
さ
﹂

は
違
う
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
た
チ
ラ
シ
を
制
作
し
︑
２
０

０
を
超
え
る
荷
主
団
体
等
に
配
布

し
た
︒
ま
た
︑
自
動
車
局
に
よ
る

荷
主
勧
告
制
度
の
見
直
し
に
合
わ

せ
て
︑
自
動
車
局
が
制
作
し
た
荷

主
向
け
チ
ラ
シ
に
法
令
違
反
行
為

と
し
て
車
両
制
限
令
違
反
（
総
重

量
︑
軸
重
違
反
等
）
も
明
記
し
︑

そ
の
明
確
化
を
図
っ
た
︒

・ 

荷
主
か
ら
の
要
求
や
非
効
率
な
商

慣
習
が
車
両
制
限
令
違
反
の
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
問
題
に
つ
い

て
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
だ

け
で
は
な
く
荷
主
に
も
責
任
と
コ

ス
ト
等
を
適
切
に
分
担
さ
せ
て
い

く
取
組
の
一
環
と
し
て
︑取
締
り
時

の
違
反
者
へ
の
荷
主
情
報
の
聴
取

や
︑特
車
許
可
申
請
の
際
に
荷
主

名
を
記
載
す
る
制
度
が
試
行
さ

れ
︑平
成
30
年
度
を
目
途
に
本
格

導
入
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
︒

⑸ 

大
規
模
災
害
発
生
時
に

お
け
る
緊
急
輸
送
体
制

の
確
立

① 

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
緊

急
物
資
輸
送
体
制
の
確
立
及
び
復

興
関
連
申
請
書
手
続
き
の
弾
力
的

運
用

・ 

全
ト
協
と
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
間
の
緊
急
通
信
体
制
（
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
等
）
の
整
備
を

図
る
と
と
も
に
︑
情
報
伝
達
訓
練

を
行
っ
た
︒

・ 

災
害
発
生
時
の
緊
急
支
援
物
資
輸

送
へ
の
迅
速
な
対
応
の
た
め
︑
他

の
指
定
公
共
機
関
と
の
連
絡
会
の

開
催
等
︑
輸
送
体
制
の
整
備
を
図

っ
た
︒

・ 

緊
急
物
資
輸
送
車
両
へ
の
給
油
施

設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
拡
充
を

図
る
た
め
︑新
た
に
95
か
所
を
整

備
し
︑全
国
で
４
８
７
か
所
と
な
っ
た
︒

・ 

国
︑
指
定
公
共
機
関
等
と
連
携
し

て
実
施
し
た
緊
急
輸
送
に
係
る
訓

練
は
以
下
の
と
お
り
︒

︻
津
波
防
災
訓
練
︼

・ 

全
ト
協
と
地
方
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と

の
衛
星
電
話
等
に
よ
る
対
応
状
況

及
び
指
定
公
共
機
関
の
大
手
運
送

事
業
者
各
社
と
の
災
害
対
応
状
況

の
連
絡
体
制
確
認
訓
練
︒

︻ 

官
民
が
連
携
し
た
物
資
調
達
仕
組

み
訓
練
︼

・ 

国
土
交
通
省
が
主
導
す
る
首
都
直

下
地
震
時
の
即
応
型
災
害
支
援
物

資
輸
送
計
画
検
討
会
が
実
施
し
た

物
資
調
達
仕
組
み
訓
練
︒

︻
広
域
医
療
搬
送
訓
練
︼

・ 

厚
生
労
働
省
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
に
よ
る
大
規
模

地
震
時
医
療
活
動
訓
練
︒

・ 
災
害
時
に
お
け
る
被
災
地
へ
の
迅

速
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
送
を
確
保
す

る
た
め
︑
石
油
等
を
輸
送
す
る
タ

ン
ク
ロ
ー
リ
ー
に
つ
い
て
︑
前
後
に

誘
導
車
を
配
置
（
エ
ス
コ
ー
ト
通

行
方
式
）
す
る
な
ど
通
行
の
安
全

が
確
保
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
︑

長
大
ト
ン
ネ
ル
等
の
通
行
が
可
能

と
な
る
よ
う
制
度
が
改
正
さ
れ
︑

今
年
度
︑
９
本
の
長
大
ト
ン
ネ
ル

等
に
お
い
て
通
行
規
制
が
緩
和
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
︒

・ 

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会
被
災
地
復

旧
・
復
興
分
科
会
に
お
い
て
︑
平

成
30
年
度
末
に
期
限
を
迎
え
る

﹁
１
４
４
時
間
特
例
措
置
﹂
に
つ

い
て
︑
東
北
運
輸
局
に
対
し
て
︑

再
度
の
延
長
要
望
を
行
う
と
と
も

に
︑違
法
な
車
両
の
排
除
の
た
め
︑

違
法
な
車
両
と
適
法
な
車
両
と
を

明
確
に
区
別
で
き
る
表
記
等
の
措

置
を
講
じ
る
よ
う
申
し
入
れ
た
︒

こ
の
結
果
︑平
成
30
年
３
月
16
日
に
︑

﹁
１
４
４
時
間
特
例
措
置
﹂
の
再

延
長（
３
年
間
）及
び
車
両
に
届
出

書（
写
し
）を
外
側
か
ら
見
え
る
位

置
に
掲
示
す
る
こ
と
等
を
定
め
た

通
達
が
発
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
︒

⑹ 

そ
の
他

① 

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
振
興
セ
ン

タ
ー
と
の
合
併

・ （
公
財
）
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

振
興
セ
ン
タ
ー
を
（
公
社
）
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
吸
収
合
併
す

る
組
織
変
更
に
つ
い
て
は
︑
平
成

29
年
４
月
25
日
付
け
で
合
併
契
約

書
を
締
結
し
︑
６
月
29
日
開
催
の

第
93
回
通
常
総
会
に
お
い
て
特
別

決
議
の
承
認
を
受
け
た
︒
平
成
30

年
４
月
１
日
以
降
の
ト
ラ
ッ
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
等
に
つ
い
て

は
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
新

た
に
設
置
さ
れ
た﹁
施
設
事
業
部
﹂

が
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

② 

女
性
部
会
の
設
立

・ 

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

を
推
進
し
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

に
お
け
る
女
性
経
営
者
及
び
女
性

管
理
者
等
の
資
質
向
上
を
図
る
こ

と
等
を
目
的
と
し
て
︑
平
成
29
年

12
月
14
日
に
﹁（
公
社
）
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
女
性
部
会
﹂
が
発

足
し
た
（
発
足
時
は
20
協
会
）︒

同
日
に
開
催
し
た
第
１
回
代
表
者

協
議
会
に
お
い
て
︑
①
女
性
部
会

の
規
約
に
つ
い
て
︑
②
役
員
の
選

任
に
つ
い
て
︑
③
女
性
部
会
の
活

動
に
つ
い
て
︑
等
が
審
議
さ
れ
︑

初
代
女
性
部
会
長
に
は
︑
原
玲
子

氏
（
東
京
）
が
選
任
さ
れ
た
︒

③ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
の
推

進
と
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

・ 

引
越
事
業
者
優
良
認
定
制
度
開
始

か
ら
４
年
目
と
な
る
平
成
29
年
度

に
お
い
て
は
︑
新
規
申
請
と
制
度

創
設
後
初
め
て
と
な
る
更
新
申
請

両
方
の
受
付
を
行
い
︑
こ
れ
ま
で

認
定
さ
れ
た
事
業
者
と
併
せ
て
12

月
14
日
現
在
︑３
２
３
事
業
者
（
１

８
６
２
事
業
所
）
が
﹁
引
越
安
心

マ
ー
ク
事
業
者
﹂
と
し
て
認
定
を

受
け
た
︒（
３
月
31
日
現
在
３
２
０

事
業
者
︑
１
８
４
５
事
業
所
）

・ 

相
談
窓
口
へ
の
相
談
件
数
は
︑４
４

３
件
う
ち
１
８
７
件
が
優
良
認
定

事
業
者
に
対
す
る
相
談
で
あ
っ
た
︒

④ 

標
準
引
越
運
送
約
款
改
正
要
望
の

推
進
（
適
用
範
囲
、
キ
ャ
ン
セ
ル

料
金
等
の
見
直
し
）

・ 

国
交
省
主
催
﹁
標
準
引
越
運
送
約

款
改
正
検
討
会
﹂
に
お
い
て
約
款

改
正
の
検
討
を
進
め
る
に
あ
た
り
︑

引
越
事
業
者
に
お
け
る
解
約
・
延

期
の
実
態
を
確
認
す
る
た
め
︑
大

手
事
業
社
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

調
査
を
実
施
し
た
︒
さ
ら
に
こ
れ

ま
で
実
施
さ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
元
に
国
交
省
と
打
合
せ
を
行

い
︑
第
２
回
標
準
引
越
運
送
約
款

改
正
検
討
会
に
提
出
す
る
資
料
を

作
成
︑
平
成
29
年
11
月
15
日
に
第

２
回
標
準
引
越
運
送
約
款
改
正
検

討
会
が
開
催
さ
れ
た
︒　
　

第
２
回
検
討
会
で
は
︑﹁
積
み
合

わ
せ
輸
送
に
よ
る
引
越
へ
の
標
準

引
越
運
送
約
款
の
適
用
﹂﹁
解
約

手
数
料
︑
延
期
手
数
料
に
つ
い
て

は
︑
引
越
日
の
前
々
日
で
見
積
運

賃
等
の
20
％
以
内
︑
前
日
で
30
％

以
内
︑
当
日
で
50
％
以
内
﹂
等
の

改
正
内
容
が
承
認
さ
れ
た
︒

こ
の
結
果
︑
平
成
30
年
１
月
31
日

に
標
準
引
越
運
送
約
款
の
改
正
が

公
布
さ
れ
︑
６
月
１
日
よ
り
施
行

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
︒

⑤ 

﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂
等
に
よ
る
会
員

事
業
者
向
け
情
報
提
供
及
び
各
種

広
報
媒
体
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
対
策

の
推
進

・ 

労
働
力
確
保
お
よ
び
業
界
イ
メ
ー

ジ
向
上
の
た
め
の
全
国
共
通
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
素
材
と
し
て
︑
15
秒
バ
ー

ジ
ョ
ン
お
よ
び
30
秒
バ
ー
ジ
ョ
ン
を

そ
れ
ぞ
れ
１
本
制
作
し
︑
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
お
よ
び
ブ
ロ

ッ
ク
協
会
に
配
布
し
た
︒

・ 

ま
た
︑全
ト
協
は
平
成
29
年
10
月

25
日
か
ら
半
年
間
︑渋
谷
駅
前
の

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
に
て
試
行
的
に
15

秒
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
Ｃ
Ｍ
を
放
映
し
た
︒

・ 

機
関
紙
﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂
を
年

23
回
（
１
回
５
万
５
千
部
）
発
行

し
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

傘
下
会
員
事
業
者
︑
関
係
行
政
機

関
及
び
研
究
機
関
等
へ
配
布
し
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
を
取
り
巻
く

動
向
や
全
ト
協
の
事
業
活
動
︑
会

員
事
業
者
の
事
業
経
営
に
役
立
つ

情
報
を
提
供
し
た
︒

・ ﹁
広
報
と
ら
っ
く
﹂
に
お
い
て
︑
中

小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け

る
特
色
あ
る
取
り
組
み
事
例
を
積

極
的
に
取
り
上
げ
特
集
記
事
と
し

て
41
者
分
（
平
成
28
年
度
比
＋
４

者
）
掲
載
し
︑
内
容
の
充
実
強
化

を
図
っ
た
︒
読
者
の
関
心
が
高
い

﹁
交
通
事
故
防
止
！！
わ
が
社
の
取

り
組
み
﹂
を
６
者
︑﹁
中
小
運
送

事
業
者
に
お
け
る
事
業
承
継
﹂
を

４
者
︑﹁
女
性
の
輝
く
現
場
か
ら  

ト
ラ
ガ
ー
ル
の
お
仕
事
︒﹂
を
４
者

な
ど
の
ほ
か
︑新
企
画
と
し
て
﹁
健

康
職
場
づ
く
り
事
業
者
訪
問
﹂
を

７
者
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

﹃
幸
せ
﹄
を
求
め
て
﹂
を
６
者
分

掲
載
し
た
︒

・ 

平
成
29
年
11
月
に
実
施
し
た
﹁
広

報
と
ら
っ
く
﹂
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
︑閲
読
率
は
96
・
８
％
︑

精
読
率
は
67
・
０
％
で
あ
り
︑
昨

年
度
に
引
き
続
き
読
者
か
ら
高
い

支
持
が
得
ら
れ
た
︒
ま
た
︑﹁
他

社
の
取
り
組
み
事
例
が
参
考
に
な

る
﹂
や
﹁
業
界
の
動
向
が
わ
か
り
︑

大
変
参
考
に
な
る
﹂
な
ど
の
意
見

が
多
数
見
ら
れ
た
︒

・
10
月
９
日
﹁
ト
ラ
ッ
ク
の
日
﹂
に

実
施
す
る
広
報
活
動
で
使
用
す
る

た
め
の
全
国
統
一
ポ
ス
タ
ー
を
制

作
し
︑
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
に
配
布
し
た
︒

・ 

ま
た
︑
全
ト
協
は
各
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
が
実
施
す
る
﹁
ト
ラ

ッ
ク
の
日
﹂
関
連
事
業
に
つ
い
て
︑

実
施
に
要
し
た
費
用
の
一
部
を
助

成
し
た
︒

・ 

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
系
列
全
国
33
局
ネ

ッ
ト
で
放
送
し
て
い
る
﹁
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会presents

ド
ラ
イ

バ
ー
ズ
・
リ
ク
エ
ス
ト
﹂
に
お
い

て
︑
通
常
放
送
の
ほ
か
︑
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
・
ド
ラ
イ
バ
ー
向

け
の
特
別
番
組
を
28
回
放
送
し
た
︒

・ 

ま
た
︑
平
成
30
年
１
月
か
ら
︑
全

ト
協
の
60
秒
Ｃ
Ｍ
枠
の
う
ち
20
秒

を
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
Ｃ

Ｍ
枠
と
し
て
提
供
す
る
新
企
画
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
︑
よ
り
地
域
に
適

し
た
業
界
Ｐ
Ｒ
が
可
能
と
な
る
よ

う
に
し
た
︒

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
業
界
内
外
に
向

け
た
情
報
発
信
の
基
盤
的
役
割
を

担
う
ツ
ー
ル
と
し
て
位
置
づ
け
︑

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
︑
年
間
を
通
じ
て
タ
イ
ム
リ

ー
な
情
報
提
供
を
行
っ
た
︒

・ 

業
界
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
︑﹁
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
広
報
室
﹂

Facebook

ペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
提

供
や
︑﹃
第
49
回
﹁
全
国
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
﹂
表

彰
式
﹄
の
ラ
イ
ブ
中
継
等
︑
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
広
報
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
た
︒

⑥ 

全
ト
協
及
び
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
情
報
共
有
化
対
策
の
推
進

及
び
連
携
体
制
の
整
備

・ 

将
来
的
に
全
ト
協
と
都
道
府
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
で
情
報
を
共
有
化
で

き
る
よ
う
︑
そ
の
方
策
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
た
︒

・ 

会
員
事
業
者
の
助
成
金
の
活
用
状

況
︑
Ｇ
マ
ー
ク
の
取
得
状
況
な
ど

様
々
な
情
報
に
つ
い
て
︑
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
事
業
所
番
号
）
を
活
用
し

た
検
索
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
︒

⑦ 

全
ト
協
・
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
会
員
及
び
役
職
員
等
に
対
す

る
研
修
の
充
実
及
び
能
力
の
開
発

・ 

新
規
に
採
用
さ
れ
た
全
ト
協
・
都

道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
職
員
等

に
対
し
て
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
基
本
的
な
知
識
の
習
得
や
現
場

研
修
を
通
じ
て
職
員
と
し
て
必
要

な
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
研

修
を
実
施
し
た
︒
ま
た
︑
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
制
度
に
関
わ
る
検
討
を
行
っ
た
︒

⑧ 

海
外
関
係
団
体
・
関
係
機
関
と
の

交
流
の
促
進

・ 

平
成
29
年
４
月
17
日
に
中
国
深
セ

ン
市
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
︑

６
月
12
日
に
中
国
交
通
運
輸
部
に

よ
る
全
ト
協
視
察
を
受
け
入
れ
︑

日
本
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
現

状
と
課
題
等
に
つ
い
て
説
明
し
︑

意
見
交
換
を
行
う
な
ど
︑
中
華
人

民
共
和
国
（
中
国
）
の
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
関
係
者
と
の
交
流
を
図
っ
た
︒

⑨ 
庶
務
関
係
事
項

・ 

表
彰
・
顕
彰
等
に
つ
い
て
は
①
優

秀
運
転
者
等
の
表
彰
︑
②
正
し
い

運
転
・
明
る
い
輸
送
運
動
に
よ
る

表
彰
︑
③
業
界
の
永
年
勤
続
功
労

者
に
対
す
る
感
謝
・
表
彰
を
実
施

し
た
︒

・ 

会
議
の
開
催
状
況
に
つ
い
て
は
①

通
常
総
会
（
６
月
29
日
）︑
②
事

業
者
大
会
（
10
月
３
日
）︑
③
理

事
会
（
６
月
１
・
29
日
︑
７
月
13

日
︑
12
月
７
日
︑
３
月
８
日
の
５

回
）︑
④
常
任
理
事
会
（
７
月
13

日
）︑
⑤
正
副
会
長
会
議
（
６
月
１

・
29
日
︑７
月
13
日
︑８
月
３
日
︑10

月
３
日
︑11
月
９
日
︑12
月
７
日
︑１

月
18
日
︑
３
月
８
日
）︑
⑥
各
委

員
会
・
部
会
（
随
時
）
を
開
催
し

た
︒
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２
人
体
制
﹂
へ
の
移
行
を
荷

主
に
提
案
︒
そ
の
結
果
︑
同

社
に
お
け
る
中
継
輸
送
（
乗

継
輸
送
）の
第
１
号
と
し
て
︑

愛
知
県
豊
田
市
︱
浜
松
市

　

そ
れ
で
は
︑図
を
も
と
に
︑

同
社
に
お
け
る
中
継
輸
送

（
乗
継
輸
送
）
の
概
要
に
つ

い
て
み
て
い
き
た
い
︒

　

同
社
で
は
︑
４
便
で
中
継

輸
送
（
乗
継
輸
送
）
を
実
施
︒

全
て
の
便
で
１
車
２
人
体
制

を
採
用
し
て
お
り
︑
４
便
を

運
行
す
る
の
に
必
要
な
ド
ラ

イ
バ
ー
は
８
人
と
な
る
︒

　

１
車
１
人
体
制
で
の
運
行

と
１
車
２
人
体
制
で
の
運
行

を
比
較
す
る
と
︑
１
車
１
人

体
制
で
は
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗

務
を
終
え
て
退
社
し
て
か
ら

次
に
出
社
す
る
ま
で
の
間
︑

ト
ラ
ッ
ク
は
車
庫
に
留
め
置

か
れ
た
ま
ま
と
な
り
︑
大
き

な
ロ
ス
と
な
る
︒
一
方
︑
１

車
２
人
体
制
の
場
合
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
が
交
代
し
て
も
ト

ラ
ッ
ク
は
稼
働
し
た
ま
ま
と

な
る
︒
ト
ラ
ッ
ク
が
稼
働
し

続
け
る
こ
と
で
︑
運
送
会
社

と
し
て
は
ロ
ス
カ
ッ
ト
や
生

産
性
向
上
に
繋
が
る
の
で
あ

る
︒

　

さ
て
︑
同
社
の
中
継
輸
送

（
乗
継
輸
送
）
で
特
徴
的
な

の
は
︑
全
て
の
便
で
２
人
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
同

社
本
社
所
在
地
の
浜
松
市
か

ら
乗
務
を
開
始
す
る
よ
う
に

し
︑
乗
務
前
と
乗
務
後
の
点

呼
を
社
内
で
実
施
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
︒そ
れ
に
よ
り
︑

新
た
な
設
備
の
導
入
や
人
員

︱
神
奈
川
県
横
須
賀
市
間
で

の
運
行
が
開
始
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
現
在
は
図
で
示
し

た
４
便
で
中
継
輸
送
（
乗
継

輸
送
）
を
実
施
し
て
い
る
︒

体
制
の
強
化
を
行
わ
な
く
て

も
︑
従
来
通
り
の
体
制
で
日

々
の
運
行
管
理
を
可
能
と
し

て
い
る
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
乗
継
は
︑

本
社
ま
た
は
本
社
近
く
に
あ

る
車
庫
（
自
社
敷
地
内
）
で

実
施
し
て
い
る
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
に
は
︑
会
社
か
ら
携
帯
電

話
を
支
給
し
て
い
る
︒
本
社

に
は
24
時
間
体
制
で
運
行
管

理
者
等
が
待
機
し
て
お
り
︑

不
測
の
事
態
に
備
え
て
い
る
︒

　

乗
継
の
際
に
問
題
に
な
っ

て
く
る
の
は
︑
渋
滞
や
悪
天

候
な
ど
に
よ
っ
て
中
継
拠
点

へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
い
︑

ス
ム
ー
ズ
に
乗
継
が
で
き
ず
︑

結
果
と
し
て
着
荷
主
先
へ
の

到
着
も
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と

で
あ
る
︒
同
社
で
も
︑
な
か

に
は
30
分
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
で
乗
継
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
便
も
あ
る
︒
も
し
︑

渋
滞
な
ど
で
到
着
が
遅
れ
そ

う
に
な
っ
た
場
合
に
は
︑
乗

務
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
会

社
に
携
帯
電
話
で
連
絡
を
入

れ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
︑
着

荷
主
に
対
し
て
状
況
報
告
を

行
っ
て
い
る
︒
そ
れ
と
と
も

に
︑
中
継
拠
点
か
ら
先
の
運

行
を
受
け
持
つ
ド
ラ
イ
バ
ー

に
も
連
絡
を
入
れ
︑
出
社
時

間
を
調
整
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
荷
主
へ
の
提
案
の
も
と
で

配
車
計
画
を
立
て
︑
荷
主
に

も
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
実

施
に
踏
み
切
っ
て
い
ま
す
の

で
︑
仮
に
到
着
が
遅
れ
そ
う

に
な
っ
て
も
荷
主
側
で
柔
軟

に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

ま
す
︒
一
方
で
︑
中
継
拠
点

へ
の
到
着
が
遅
れ
る
こ
と
で
︑

ド
ラ
イ
バ
ー
同
士
が
揉
め
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
︑
そ
の

点
で
は
注
意
が
必
要
で
す
﹂

（
渡
辺
裕
常
務
取
締
役
）

　

ド
ラ
イ
バ
ー
２
人
が
ペ
ア

に
な
っ
て
運
行
を
担
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
︑
中
継
輸
送
（
乗

継
輸
送
）
の
配
車
計
画
を
立

て
る
際
に
は
ど
の
ド
ラ
イ
バ

ー
を
ペ
ア
に
す
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
︒

運
行
中
の
ト
ラ
ッ
ク
が
中
継

拠
点
に
遅
れ
そ
う
な
時
に

は
︑
乗
務
し
て
い
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
は
﹁
遅
れ
て
は
な
ら

な
い
﹂
と
焦
り
の
よ
う
な
気

持
ち
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る

宿
泊
が
必
須
だ
っ
た
関
東
―
関
西
間
の
輸
送

複
数
人
で
運
行
を
分
担
し
て
日
帰
り
を
可
能
に

労
務
管
理
の
面
で
長
距
離
輸
送
が
大
き
な
負
担
に

法
令
遵
守
の
観
点
か
ら
中
継
輸
送
を
提
案

本
社
を
拠
点
に
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
が
乗
継

従
来
通
り
の
設
備
・
人
員
体
制
で
効
率
化
を
実
現

今こそ輸送の効率化に正面からの取り組みを！
輸送効率化特集❹

松
市
に
本
社
を
構
え
て
い
る
︒

物
流
の
大
動
脈
で
あ
る
東
名

高
速
道
路
と
新
東
名
高
速
道

路
が
︑
浜
松
市
内
を
東
西
に

貫
い
て
い
る
︒
東
京
︱
大
阪

間
は
︑
距
離
に
し
て
約
４
７

点
を
置
い
て
お
り
︑
関
東
︱

関
西
間
や
関
東
︱
中
京
間

と
い
っ
た
長
距
離
輸
送
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
︒
同
社

で
も
か
つ
て
は
︑
関
東
圏
や

関
西
圏
な
ど
へ
の
輸
送
に
あ

た
り
︑
１
運
行
を
ド
ラ
イ
バ

ー
１
人
で
担
う
﹁
１
車
１
人

体
制
﹂
で
の
運
行
を
行
っ
て

０
㌔
㍍
︒
途
中
の
休
憩
な
ど

も
加
味
す
る
と
︑
渋
滞
が
な

く
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
た
と
し

て
も
︑
高
速
道
路
を
利
用
し

て
８
時
間
程
度
の
道
の
り
と

な
る
︒
も
ち
ろ
ん
︑
大
都
市

圏
内
で
は
渋
滞
に
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
も
高
ま
る
た

め
︑
所
要
時
間
が
さ
ら
に
か

か
る
こ
と
も
想
像
に
難
く
な

い
︒
そ
の
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
１
人
乗
務
の
場
合
は
２
日

で
１
運
行
に
せ
ざ
る
を
得
ず
︑

そ
れ
だ
け
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘

束
時
間
も
長
く
な
っ
て
し
ま

う
︒

い
た
︒
し
か
し
︑
近
年
の
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
も
あ
り
︑
労

務
管
理
の
面
で
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い
た
︒
一
方
︑
同
社

で
は
県
内
の
近
距
離
輸
送
も

行
っ
て
い
た
が
︑
長
距
離
輸

送
に
車
両
や
ド
ラ
イ
バ
ー
が

取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
た

め
︑
近
距
離
輸
送
に
充
て
る

車
両
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
数
が

不
足
す
る
状
況
に
も
な
っ
た
︒

ま
た
︑
１
車
１
人
体
制
の
場

合
は
１
運
行
を
終
え
る
の
に

２
日
間
費
や
さ
れ
て
し
ま
う

た
め
︑
荷
主
の
輸
送
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が

難
し
く
︑
運
行
ロ
ス
が
顕
在

化
し
て
い
た
と
い
う
︒

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
厳
し
い
労

働
環
境
を
改
善
さ
せ
︑
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守
し
な

が
ら
荷
主
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
い
く
た
め
に
︑
同
社
で
は

こ
れ
ま
で
の
１
車
１
人
体
制

か
ら
︑
１
運
行
を
ド
ラ
イ
バ

ー
２
人
で
乗
り
継
ぐ
﹁
１
車

　

㈲
ハ
ロ
ー
・
テ
ン
リ
ュ
ー

（
渡
辺
昭
人
代
表
取
締
役
）

は
︑
主
に
自
動
車
の
部
品
・

ユ
ニ
ッ
ト
の
輸
送
業
務
を
行

う
運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

さ
て
︑
同
社
は
静
岡
県
浜

　

同
社
が
中
継
輸
送
（
乗
継

輸
送
）
を
開
始
し
た
の
は
︑

平
成
27
年
６
月
の
こ
と
で
あ

る
︒

　

同
社
の
荷
主
で
あ
る
自
動

車
メ
ー
カ
ー
や
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
は
︑
同
社
の
地
元

で
あ
る
静
岡
県
内
だ
け
で
な

く
関
東
圏
や
関
西
圏
に
も
拠

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
﹁
長

時
間
労
働
﹂
と
﹁
人
材
不
足
﹂︒
こ
れ
を

解
消
さ
せ
る
た
め
の
方
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
︑
輸
送
の
効
率
化
を
避
け
て
は
通
れ
な

い
︒
そ
こ
で
︑﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
で
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
け
る
輸
送
効
率

化
を
目
指
す
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
︒
取
り
組
み
の
現
状
や

輸
送
効
率
化
の
効
果
︑
現
状
に
お
け
る
課

題
︑
ま
た
今
後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
取

り
上
げ
て
い
く
︒

　

今
回
は
︑
静
岡
県
浜
松
市
の
有
限
会
社

ハ
ロ
ー
・
テ
ン
リ
ュ
ー
に
お
け
る
︑﹁
中
継

輸
送
（
乗
継
輸
送
）
の
実
施
に
よ
る
車
両

稼
働
率
向
上
と
︑
そ
れ
に
伴
う
ド
ラ
イ
バ

ー
の
長
時
間
労
働
解
消
﹂
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
取
材
し
た
︒

「
１
車
２
人
体
制
」
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時
間
を
削
減

渡辺　昭人
代表取締役

渡辺　裕
常務取締役

車
両
の
稼
働
率
を
飛
躍
的
に
高
め
る「
中
継
輸
送（
乗
継
輸
送
）」

㈲
ハ
ロ
ー
・
テ
ン
リ
ュ
ー
（
静
岡
県
浜
松
市
）

事
例
紹
介

　

深
刻
な
労
働
力
不
足
に
悩

ま
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
に
は
︑
労
働
力
不
足

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
長
時
間

労
働
な
ど
の
﹁
厳
し
い
労
働

環
境
﹂
の
改
善
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
︒
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
と
し
て
︑
宿
泊

を
伴
う
長
距
離
運
行
に
お
け

る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
務
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
︑
長
距

離
運
行
を
複
数
の
ド
ラ
イ
バ

ー
で
中
継
し
て
い
く
こ
と
で
︑

１
人
当
た
り
の
拘
束
時
間
を

減
少
さ
せ
よ
う
と
す
る
﹁
中

継
輸
送
（
乗
継
輸
送
）﹂
が

各
所
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
︒
た
だ
︑
中

小
運
送
事
業
者
で
は
︑
中
継

輸
送
（
乗
継
輸
送
）
に
対
応

で
き
る
だ
け
の
人
材
の
確
保

が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
︑
取

り
組
み
が
あ
ま
り
進
ん
で
い

な
い
現
状
も
み
ら
れ
る
︒

　

こ
こ
で
は
︑
東
京
︱
大
阪

間
の
ほ
ぼ
中
間
点
と
な
る
浜

松
に
本
社
を
構
え
る
︑
ド
ラ

イ
バ
ー
数
25
人
規
模
の
同
社

に
お
け
る
︑
中
継
輸
送
（
乗

継
輸
送
）
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
紹
介
し
て
い
く
︒

関東―関西間などの長距離運行を１台の運行車両につき２人体制にすることで、ほぼ中間地点で
乗り継ぐことが可能となり、それぞれのドライバーの労働時間削減などの効果を生み出した

乗り継ぐ際には、伝票の受け渡しなど貨物情報の伝達を行うほか、相互に貨物積載状況を確認す
るなど、輸送品質の維持・向上にも取り組んでいる
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133「
風
薫
る
季
節
の
味
②
」 

九
十
九
里
浜
の
い
わ
し

　

海
を
見
な
が
ら
運
転
す
る

ほ
ど
気
分
の
い
い
こ
と
は
な

い
︒
直
線
道
路
な
ら
︑
ま
す

ま
す
爽
快
だ
︒
そ
ん
な
ル
ー

ト
の
代
表
は
九
十
九
里
有
料

道
路
︒
傍
ら
に
見
え
る
海
は

ず
っ
と
砂
浜
で
︑
な
ん
と
約

66
㌔
㍍
も
続
い
て
い
る
︒

　

こ
の
海
岸
の
沖
は
︑
江
戸

時
代
か
ら
ず
っ
と
い
わ
し
の

好
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
て
き

た
︒
か
つ
て
の
漁
法
は
地
引

き
網
だ
︒
浜
辺
が
広
く
て
遠

浅
で
︑
砂
地
だ
か
ら
網
が
岩

な
ど
に
引
っ
か
か
る
心
配
が

な
い
し
︑
網
は
陸
か
ら
引
っ

張
る
か
ら
女
性
た
ち
も
安
全

に
手
伝
え
た
の
で
あ
る
︒

　

そ
れ
だ
け
に
︑
郷
土
料
理

は
い
わ
し
尽
く
し
の
う
ま
い

も
の
ぞ
ろ
い
だ
︒
味
噌
味
の

た
た
き
の｢

な
め
ろ
う｣

︑

し
た
保
存
食
だ
︒

　

何
種
類
も
並
ん
で
い
る
な

か
で
も
︑｢

本
家
留と

め
ぞ
う蔵｣

の
ご

ま
漬
け
は
︑
い
わ
し
以
外
も

地
元
の
食
材
を
使
っ
た
地
産

地
消
品
で
︑
保
存
料
な
ど
の

添
加
は
一
切
な
し
︒
び
っ
し

り
整
列
し
た
い
わ
し
は
︑
め

ざ
し
の
子
ど
も
と
い
う
か
︑

煮
干
し
の
小
さ
な
弟
と
い
っ

た
サ
イ
ズ
だ
が
︑
銀
色
に
ぴ

　

さ
て
︑
ご
ま
漬
け
を
一
口

か
じ
る
と
︑
小
さ
い
く
せ
に

歯
応
え
は
し
っ
か
り
︒
噛
み

し
め
る
と
︑
い
わ
し
の
う
ま

味
が
あ
ふ
れ
出
し
︑
ご
ま
が

香
り
︑
唐
辛
子
が
ぴ
り
っ
︑

柚
子
が
ほ
ん
の
り
︒
そ
し
て
︑

酢
が
全
体
を
引
き
締
め
て
い

る
︒
こ
れ
は
も
う
手
が
止
ま

ら
な
い
︒

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

た
た
き
を
薄
く
延
ば
し
て
貝

殻
や
フ
ラ
イ
パ
ン
な
ど
で
焼

い
た｢

さ
ん
が
焼
き｣

は
︑

ご
飯
の
お
か
ず
に
ぴ
っ
た
り

だ
し
︑
お
碗
は
い
わ
し
団
子

入
り
が
い
い
︒

　

直
売
店
を
の
ぞ
く
な
ら
︑

い
わ
し
の
ご
ま
漬
け
が
お
土

産
に
お
す
す
め
︒
長
さ
２
～

３
㌢
㍍
ほ
ど
の
い
わ
し
の
頭

と
わ
た
を
取
っ
て
酢
漬
け
に

か
ぴ
か
光
っ
て
い
る
︒

　

｢

本
家
留
蔵｣

で
は
︑
吟
味

し
た
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
を
︑

指
で
﹁
手
開
き
﹂
し
︑
風
味

付
け
の
ご
ま
は
鹿
児
島
県
の

鬼き

か

い界
島
産
︑
そ
し
て
自
家
畑

の
唐
辛
子
︑
自
宅
の
庭
の
柚

子
を
使
っ
て
い
る
︒家
族
経
営

で
水
産
加
工
を
し
て
い
る
か

ら
︑
材
料
に
も
仕
事
に
も
心

と
時
間
を
込
め
て
い
る
の
だ
︒

法令　　  クイズ
マル　 バツ

	〜交差点編〜
	 【解 答】２面に問題
❶	×（法第34条第1項、2項）右折時に
おいても、あらかじめその前からできる
限り道路の中央に寄り、かつ、交差点
の中心の直近の内側（道路標識等によ
り通行すべき部分が指定されていると
きは、その指定された部分）を徐行し
なければならない。	
❷	×（法第37条）車両等は、交差点で
右折する場合において、当該交差点に
おいて直進し、又は左折しようとする車
両等があるときは、当該車両等の進行
妨害をしてはならない。
❸	×（法第36条第1項、2項）道幅が
同じような道路の場合は、左方優先が
適用されるが、交差する道路より明らか

に道幅が広い道路を通行しているとき
は、左方優先は適用されない。
❹	×（法第42条第1号）徐行が義務づ
けられているのは、左右の見とおしがき
かない交差点に入ろうとし、又は交差点
内で左右の見とおしがきかない部分を
通行しようとするときであり、見通しのき
く交差点では徐行は義務づけられてい
ない。
❺	○（教則第5章第7節交差点の通り方
1-3）車が右左折するときは、内輪差が
生じる。特に大型車は内輪差が大きく、
左後方が見えにくいので左側を通行し
ている歩行者や自転車などを巻き込ま
ないよう注意する。

以
前
よ
り
も
荷
役
作
業

が
減
少
し
た
こ
と
で
︑

体
力
的
に
も
楽
に
な
り

ま
し
た
︒

　

乗
継
輸
送
で
は
︑
同

じ
運
行
を
受
け
持
つ
パ

ー
ト
ナ
ー
の
こ
と
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
交

通
ト
ラ
ブ
ル
発
生
に
よ
る
遅

延
な
ど
の
際
に
は
小
ま
め
に

連
絡
を
取
る
よ
う
に
す
る
な

ど
︑
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
い
い

関
係
で
仕
事
を
し
て
い
く
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
︒

　

従
来
は
︑
長
距
離
乗
務
に

加
え
て
荷
役
作
業
も
多
い
な

ど
︑
１
人
で
は
本
当
に
大
変

な
乗
務
で
︑
体
力
的
に
も
厳

し
く
︑
ま
た
自
宅
に
戻
る
時

間
も
な
い
よ
う
な
状
況
で
し

た
︒
金
子
さ
ん
と
ペ
ア
に
な

り
︑
１
車
２
人
体
制
で

乗
務
を
行
う
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
は
︑
自
分
の

時
間
が
確
保
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
︑
本

当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
︒

　

１
人
で
乗
務
し
て
い

る
と
︑
ト
ラ
ッ
ク
が
﹁
自
分

の
城
﹂
の
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
い
︑
整
理
整
頓
は
二
の
次

に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
し

た
が
︑
今
で
は
車
内
の
整
理

整
頓
に
気
を
遣
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
︒

“
拘
束
時
間
減
少
”
の
喜
び
を
実
感

「
中
継
輸
送
（
乗
継
輸
送
）」
の
メ
リ
ッ
ト
!!

　

こ
れ
ま
で
の
１
車
１
人
体

制
の
頃
は
︑
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
︒
乗
継
輸
送
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
︑
平
日
で
も
自
分

の
時
間
が
も
て
る
よ
う
に
な

り
︑
嬉
し
い
で
す
︒
ま
た
︑

優
秀
な
社
員
の
獲
得
に
も
繋
が
る
中
継
輸
送

「
適
正
運
賃
・
料
金
収
受
」
実
現
が
今
後
の
カ
ギ
に

今
が
ま
さ
に
労
働
環
境
改
善
の
契
機

拘
束
時
間
削
減
に
向
け
て
積
極
的
な
提
案
を

こ
と
が
あ
る
︒
一
方
で
︑
中

継
拠
点
で
待
つ
側
の
ド
ラ
イ

バ
ー
も
﹁
待
っ
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹂
と
じ
っ
と
待

機
す
る
︒
こ
う
し
た
ち
ょ
っ

と
し
た
出
来
事
が
ス
ト
レ
ス

と
な
っ
て
徐
々
に
蓄
積
さ
れ

て
し
ま
い
︑
場
合
に
よ
っ
て

は
ド
ラ
イ
バ
ー
間
の
ト
ラ
ブ

ル
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
︒

　
﹁
乗
継
輸
送
で
は
︑
２
人

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
同
じ
車
両

を
使
っ
て
仕
事
を
す
る
わ
け

で
す
か
ら
︑﹃
お
互
い
様
﹄
と

い
う
気
持
ち
で
乗
務
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
例
え
ば
︑

一
方
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
喫
煙

者
で
整
理
整
頓
が
苦
手
な
タ

イ
プ
で
︑
も
う
一
方
の
ド
ラ

イ
バ
ー
が
非
喫
煙
者
で
き
れ

い
好
き
な
タ
イ
プ
だ
っ
た
と

し
た
ら
︑
後
者
の
ド
ラ
イ
バ

ー
は
き
っ
と
い
い
思
い
を
し

な
い
で
し
ょ
う
︒当
社
で
は
︑

乗
継
時
に
は
ハ
ン
ド
ル
を
ウ
ェ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
軽
く
拭
く

ラ
ブ
ル
等
の
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
﹂（
同
）

　
﹁
将
来
的
に
は
︑
乗
継
輸

送
用
の
新
し
い
カ
テ
ゴ
リ
ー

の
運
賃
体
系
を
整
備
し
︑
荷

主
に
対
し
て
１
車
２
人
体
制

で
の
運
賃
の
導
入
を
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
﹂（
渡
辺

昭
人
代
表
取
締
役
）

　

ま
た
︑
図
の
①
で
示
し
た

運
行
の
よ
う
に
︑
中
継
拠
点

が
必
ず
し
も
運
行
ル
ー
ト
の

中
間
地
点
と
な
る
わ
け
で
は

な
い
た
め
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
っ
て
は
乗
務
時
間
が
減
少

し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る（
図

の
●
で
示
し
た
運
行
は
︑
ド

ラ
イ
バ
ー
Ｂ
の
乗
務
時
間
が

約
５
時
間
と
短
い
）︒
そ
の
場

合
に
は
︑
当
該
運
行
の
乗
継

な
ど
︑
軽
い
清
掃
を
し
て
か

ら
相
手
に
車
両
を
引
き
渡
す

な
ど
の
ル
ー
ル
を
作
り
︑
ト

　

と
こ
ろ
で
︑
同
社
で
は
中

継
輸
送
（
乗
継
輸
送
）
へ
の

移
行
に
あ
た
っ
て
は
︑
荷
主

か
ら
は
従
前
ど
お
り
１
車
１

人
体
制
当
時
と
同
じ
額
の
運

賃
・
料
金
を
収
受
し
て
い
る

と
い
う
︒
こ
れ
は
︑
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
み
れ
ば
﹁
１
運
行

で
収
受
し
た
運
賃
・
料
金

を
︑
２
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
で

分
け
る
﹂
こ
と
と
な
り
︑
収

入
減
に
繋
が
り
か
ね
な
い
︒

そ
こ
で
︑
同
社
で
は
中
継
輸

送
（
乗
継
輸
送
）
実
施
に
よ

り
減
収
と
な
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
対
し
て
は
︑中
継
輸
送
（
乗

継
輸
送
）
と
は
別
の
仕
事
で

カ
バ
ー
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と

い
う
︒

前
に
別
の
近
距
離
輸
送
に
就

い
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
な

ど
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時

間
や
収
入
に
極
力
差
が
生
じ

な
い
よ
う
に
調
整
し
て
い
る
︒

　

も
ち
ろ
ん
︑中
継
輸
送（
乗

継
輸
送
）
導
入
に
よ
る
ド
ラ

イ
バ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
は
数
々

あ
る
︒
そ
の
中
で
も
最
も
大

き
い
の
が
︑﹁
拘
束
時
間
の
減

少
﹂
で
あ
る
︒

　

こ
れ
ま
で
︑
長
距
離
運
行

で
は
２
日
で
１
運
行
と
な
っ
て

い
た
た
め
に
︑
宿
泊
を
伴
う

な
ど
拘
束
時
間
が
長
く
︑
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
を
楽
し
む
た
め

の
時
間
的
余
裕
は
限
ら
れ
て

い
た
︒
し
か
し
︑
中
継
輸
送

（
乗
継
輸
送
）
に
変
わ
っ
て

か
ら
は
拘
束
時
間
が
減
り
︑

家
族
と
の
時
間
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え
て
い
る
︒

　

ま
た
︑
１
車
１
人
体
制
の

時
に
は
発
荷
主
先
と
着
荷
主

先
の
両
方
で
積
卸
作
業
が
あ

っ
た
た
め
︑﹁
乗
務
が
終
わ
っ

た
時
に
は
ヘ
ト
ヘ
ト
に
疲
れ

切
っ
た
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
﹂（
渡
辺
常
務
）
と
い
う
︒

し
か
し
︑
１
車
２
人
体
制
で

は
︑
発
荷
主
先
で
の
積
卸
作

業
と
着
荷
主
先
で
の
積
卸
作

業
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
ド
ラ
イ

バ
ー
が
担
当
す
る
た
め
︑
荷

役
作
業
に
お
け
る
ド
ラ
イ
バ

ー
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が
っ

て
い
る
︒

　
﹁
１
車
２
人
体
制
の
導
入
に

　

中
小
運
送
事
業
者
で
あ
り

な
が
ら
︑
中
継
輸
送
（
乗
継

輸
送
）
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
果

敢
に
続
け
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
最
大
の
課
題
と
な
っ

て
い
る﹁
長
時
間
労
働
解
消
﹂

と
﹁
人
材
獲
得
﹂
を
と
も
に

実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
同

社
︒
渡
辺
社
長
に
今
後
に
向

け
た
中
継
輸
送（
乗
継
輸
送
）

の
改
善
ポ
イ
ン
ト
を
尋
ね
る

と
︑﹁
道
路
状
況
や
作
業
状

況
を
反
映
し
た
乗
継
時
間
の

設
定
の
推
進
﹂
と
︑﹁
新
た

な
中
継
拠
点
の
整
備
﹂
を
挙

げ
た
︒

　
﹁
現
状
で
は
乗
継
時
間
に

バ
ラ
つ
き
が
あ
る
た
め
︑
乗

よ
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
で
︑
当

社
に
と
っ
て
は
人
材
獲
得
の

面
で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
︒
ド
ラ
イ
バ

ー
が
﹃
毎
日
帰
宅
で
き
る
﹄

こ
と
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
よ
う
に
な
り
︑
当
社
の
求

人
募
集
へ
の
応
募
者
数
も
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
︒
ま
た
︑

採
用
率
や
定
着
率
も
向
上
し

て
お
り
︑
乗
継
輸
送
導
入
が

優
秀
な
社
員
の
獲
得
に
繋
が

っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
﹂（
渡
辺
社
長
）

業
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
︑

渡
辺
社
長
か
ら
も
ら
っ
た
︒

　
﹁
ド
ラ
イ
バ
ー
の
拘
束
時

間
削
減
に
向
け
て
は
︑
荷
主

と
相
談
し
て
１
車
２
人
体
制

を
取
り
入
れ
︑
改
善
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
効
果
的
で
す
︒

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働

や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
叫
ば

れ
て
い
る
現
在
︑
荷
主
側
で

も
労
働
環
境
の
改
善
に
向
け

た
提
案
に
対
し
て
聞
く
耳
を

も
っ
て
い
た
だ
け
て
い
る
状
況

で
す
︒﹃
今
が
ま
さ
に
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
環
境
改
善
の
契

機
﹄
と
捉
え
︑
拘
束
時
間
削

減
に
資
す
る
乗
継
輸
送
の
導

入
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
﹂（
同
）

（
取
材
協
力
）
㈲
ハ
ロ
ー
・
テ

ン
リ
ュ
ー　

渡
辺
昭
人
代
表

取
締
役
、
渡
辺
裕
常
務
取
締

役有限会社ハロー・テンリュー
［代表取締役　渡辺　昭人］

本社所在地� 静岡県浜松市中区
� 高丘西 3-21-1
設立� �平成９年１２月�
資本金� 1,100 万円
従業員数� 37人（うちドライバー25人）
車両数� 23 台

車両を引き継ぐ時には、ハンドルを拭くなど軽い清掃を行うほか車内を整理整頓するなど
次に乗るドライバーへの想いやりも必要となる

浜
松
市
→
神
奈
川
県
厚
木
市
の
輸
送
を
担
当

愛
知
県
名
古
屋
市
・
豊
田
市
→
浜
松
市
の
輸
送
を
担
当

塩谷　侑希さん

金子　光秀さん

継
に
余
裕
の
な
い
運
行
を
担

当
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ

て
は
負
担
感
が
あ
る
よ
う
で

す
︒
で
き
れ
ば
１
時
間
ほ
ど

乗
継
時
間
を
確
保
す
る
と
と

も
に
︑
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
務

負
担
を
減
ら
し
な
が
ら
︑
最

終
的
に
は
拘
束
時
間
10
時
間

程
度
を
実
現
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
拘
束

時
間
の
平
準
化
を
図
る
た

め
︑
浜
松
よ
り
も
東
京
に
近

い
静
岡
県
牧
之
原
市
に
中
継

拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
ま
す
﹂（
同
）

　

最
後
に
︑
こ
れ
か
ら
中
継

輸
送
（
乗
継
輸
送
）
に
取
り

組
も
う
と
い
う
中
小
運
送
事

ドライバーに聞く！
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IT導入補助金 二次公募始まる
WEBドラサービスは対象クラウドサービスです

2018年6月20日～8月3日まで

2018・7・1

▼
あ
る
地

方
都
市
に

行
っ
た
際

に
宿
泊
し

た
ホ
テ
ル
の
前
の
公
園
で
︑
大
規
模

な
神
宮
例
大
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
︒
そ
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
の
一
角
に

﹁
お
化
け
屋
敷
﹂
の
小
屋
が
あ
り
︑

躊
躇
う
こ
と
な
く
６
０
０
円
を
支
払

い
入
場
し
ま
し
た
︒
▼
受
付
の
不
気

味
な
化
粧
を
し
た
年
配
女
性
（
入
る

前
か
ら
こ
の
女
性
の
顔
が
と
に
か
く

怖
い
）
の
指
差
す
方
向
に
向
か
い
ま

し
た
︒
入
口
に
垂
れ
下
が
る
︑
切
り

刻
ん
だ
黒
い
布
地
を
両
手
で
払
い
の

け
て
︑
い
ざ
暗
闇
の
世
界
へ
︒
す
る

と
突
然
目
の
前
に
現
れ
た
の
は
︑
顔

が
た
だ
れ
血
だ
ら
け
の
女
︑
宙
を
舞

う
鬼
の
形
相
の
ろ
く
ろ
首
︑
池
に
浮

か
ぶ
戸
板
が
裏
返
り
そ
こ
に
坊
主
の

死
体
︑
肩
や
足
に
触
れ
る
何
本
も
の

冷
た
い
手
︑
墓
石
の
背
後
や
地
面
か

ら
飛
び
出
す
幽
霊
の
群
れ
︒
怖
い
あ

の
世
の
人
達
が
︑
こ
の
世
の
人
間
に

﹁
キ
ャ
ー
﹂
と
悲
鳴
を
上
げ
さ
せ
る

た
め
次
か
ら
次
へ
と
襲
い
か
か
り
︑

ま
る
で
﹁
百
鬼
夜
行
（
ひ
ゃ
っ
き
や

ぎ
ょ
う
）﹂
の
よ
う
で
す
︒
５
分
間
の

﹁
恐
怖
の
世
界
﹂
は
︑
汗
ば
む
身
体

を
見
事
に
冷
や
し
て
く
れ
ま
し
た
︒

▼
﹁
怖
い
も
の
見
た
さ
﹂
に
飛
び
込

ん
だ
﹁
お
化
け
屋
敷
﹂
の
ル
ー
ツ
は
︑

１
８
３
９
（
天
保
10
）
年
に
両
国
回

向
院
（
東
京
・
墨
田
区
）
の
境
内
で

行
わ
れ
た
見
世
物
の
中
の
﹁
変
死
人

形
競
（
へ
ん
し
に
ん
く
ら
べ
）﹂
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
︒
当
代
随
一
の
人
形

師
が
精
巧
に
作
っ
た
﹁
獄
門
の
さ
ら

し
首
﹂
や
﹁
棺
桶
か
ら
覗
く
亡
霊
﹂

な
ど
︑お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
た
世
界
に
︑

庶
民
は
陰
鬱
と
し
た
世
相
を
一
時
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
︒
▼
現
代
で
は
恐
怖
度
ベ
ス
ト

３
に
入
る
と
い
わ
れ
る
東
京
・﹁
浅
草

花
や
し
き
﹂
の
﹃
お
化
け
屋
敷
・
桜

の
怨
霊
﹄
は
︑
桜
の
木
を
切
っ
た
た

め
に
起
こ
る
数
々
の
恐
怖
で
︑
こ
れ

は
背
筋
も
凍
り
︑
必
見
で
す
︒
日
本

人
形
の
眼
が
暗
闇
で
来
る
者
を
し
っ

か
り
凝
視
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
不

気
味
で
す
︒
そ
し
て
︑
こ
の
﹁
浅
草

花
や
し
き
﹂
の
お
化
け
屋
敷
に
は
︑

い
つ
し
か
﹁
本
物
の
幽
霊
が
出
る
﹂

と
噂
が
広
が
り
︑
ホ
ラ
ー
フ
ァ
ン
の

根
強
い
人
気
が
あ
り
ま
す
︒
▼
幼
き

頃
︑
母
の
実
家
の
お
墓
参
り
に
行
っ

た
際
に
︑墓
場
を
飛
び
交
う﹁
人
魂（
ひ

と
だ
ま
）﹂
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒
当
時
は
土
葬
で
︑
死
人
の
魂
が

天
に
昇
る
ま
で
の
間
︑
現
世
に
別
れ

を
告
げ
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
︒

科
学
的
に
は
︑
人
間
の
体
内
か
ら
排

出
さ
れ
る
﹁
リ
ン
化
水
素
﹂
の
発
光

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
︑
眼
で
見

た
印
象
で
は
到
底
説
明
が
つ
き
ま
せ

ん
︒
▼
人
間
が
作
っ
た
あ
の
世
の
人

間
に
言
い
知
れ
ぬ
恐
怖
を
味
わ
わ
さ

れ
る
︒
本
当
の
恐
怖
は
︑
実
は
あ
の

世
の
人
間
で
は
な
く
身
近
な
と
こ
ろ

に
存
在
す
る
︙
︙
と
︑
私
は
密
か
に

思
っ
て
い
ま
す
！

 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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事業者大会スケジュール
11：00 ～ 13：00 受付 1 階「コミュニケーションプラザ」

11：00 ～ 12：00 正副会長会議 「JR ホテルクレメント高松」2 階

13：00 ～ 13：20

◇全体会議
①開会
②全ト協会長あいさつ
③開催地ブロック協会長あいさつ
④分科会編成（２分科会）

3 階「サンポート大ホール」

13：30 ～ 14：50

▷第 1分科会
「交通事故防止対策と
　　　　　　健康管理の推進について」

3 階「サンポート大ホール」

▷第 2 分科会
「人材確保対策と働き方改革について」 5 階「サンポート第 2 小ホール」

15：00 ～ 16：00

▶記念講演会
「人を育て、人を活かす人材活用術

～監督から見た選手起用のいろいろ～」
　講師： 石毛宏典氏・中畑清氏（元プロ野球

選手）、木内晶子氏（女優）

3 階「サンポート大ホール」

16：10 ～ 17：00

◇全体会議（再開）
①トラック輸送振興顕彰「鈴木賞」贈呈式
②大会決議
③来賓あいさつ
④祝電披露
⑤次回大会開催地ブロック協会長あいさつ
⑥ガンバローコール
⑦閉会

17：30 ～ 19：30

懇親会（司会：木内晶子氏）
【アトラクション】
・サヌカイト演奏
・少林寺拳法演武

「JR ホテルクレメント高松」3 階

全国トラック運送事業者大会
　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
10
月
10
日

㈬
︑
香
川
県
高
松
市
の
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ

ー
ル
高
松
︑
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

高
松
で
﹁
第
23
回
全
国
ト
ラ
ッ
ク
運
送

事
業
者
大
会
﹂
を
開
催
す
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
が
全
国
か
ら

一
堂
に
会
し
︑
全
体
会
議
と
分
科
会
を

通
じ
て
熱
心
な
議
論
を
行
い
︑
大
会
決

議
を
採
択
す
る
︒
予
定
参
加
者
は
１
２

０
０
人
︒

　

分
科
会
の
テ
ー
マ
は
︑第
１
分
科
会
が

﹁
交
通
事
故
防
止
対
策
と
健
康
管
理
の

推
進
に
つ
い
て
﹂︑
第
２
分
科
会
が
﹁
人

材
確
保
対
策
と
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
﹂︒

　

記
念
講
演
会
で
は
︑
元
プ
ロ
野
球
選

手
の
石
毛
宏
典
氏
・
中
畑
清
氏
と
︑
女

優
の
木
内
晶
子
氏
が
﹁
人
を
育
て
︑
人

を
活
か
す
人
材
活
用
術
～
監
督
か
ら
見

た
選
手
起
用
の
い
ろ
い
ろ
～
﹂
を
テ
ー

マ
に
講
演
す
る
︒

　

現
在
︑
香
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
楠

木
寿
嗣
会
長
）
を
中
心
に
︑
大
会
開
催

に
向
け
て
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て

い
る
︒

　

会
場
と
な
る
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高

松
と
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
高
松
は

隣
接
し
て
お
り
︑
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
か
ら
徒

歩
３
分
︒
会
費
は
一
人
に
つ
き
︑
全
体

会
議
と
懇
親
会
に
参
加
＝
２
万
９
０
０

０
円
︑
全
体
会
議
の
み
参
加
＝
１
万
５

０
０
０
円
︒

　

大
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
︑

所
属
す
る
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ま
で
︒

第
23
回

宿毛湾港

伊予

土佐

伊野
高知

鳴門鳴門

徳島徳島

松山

須崎港須崎港

高知港

松山自動車道

高松
自動車道

橘港

徳島小松島港

高松港高松港

高松高松坂出坂出

坂出港坂出港

三島川之江港三島川之江港新居浜港

東予港東予港

今治港

松山港

八幡浜港

宇和島港

高知空港高知空港

徳島飛行場徳島飛行場

松山空港松山空港

高松空港高松空港

主な港

主な空港

高速道路など

高知県

徳島県

香川県

愛媛県

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
Ｍ
Ａ
Ｐ

徳島自動車道

高
知
自
動
車
道

10月
10日

香川県高松市・サンポートホール高松で開催
【会場周辺図】

フェリー乗り場

高松港

玉藻公園

JR ホテル
クレメント高松

JR 高松駅

高松港旅客
ターミナルビル

サンポートホール高松
（高松シンボルタワー内ホール棟）

こ
と
で
ん
高
松
築
港
駅

高松
シンボル
タワー

ホール棟

タワー棟

地下道

バスターミナル

タクシー
乗降所

高松
サンポート
合同庁舎

「サンポートホール高松」は高松シンボルタワー内ホール棟に位置する



全 

国
沖
縄
県

全国
平均
2.1

目標
1.5

鹿
児
島
県

宮
崎
県

大
分
県

熊
本
県

長
崎
県

佐
賀
県

福
岡
県

高
知
県

愛
媛
県

香
川
県

徳
島
県

山
口
県

広
島
県

岡
山
県

島
根
県

鳥
取
県

和
歌
山
県

奈
良
県

兵
庫
県

大
阪
府

京
都
府

滋
賀
県

三
重
県

愛
知
県

静
岡
県

岐
阜
県

福
井
県

石
川
県

富
山
県

長
野
県

新
潟
県

山
梨
県

神
奈
川
県

東
京
都

千
葉
県

埼
玉
県

群
馬
県

栃
木
県

茨
城
県

福
島
県

山
形
県

秋
田
県

宮
城
県

岩
手
県

青
森
県

北
海
道

※死亡事故件数は事業用貨物自動車が第1当事者となるものであり、軽自動車によるものを除く ＜出典：（公財）交通事故総合分析センター＞ 
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3.8

4.3 4.1

3.03.2
3.4

3.7

1.8

4.0

0.0

-2.0

2.0

-4.0

対 28 年比
※数値は対 28 年比のみを表示対 27年比

※車両台数はトレーラおよび軽自動車を除く営業用貨物自動車の保有台数（平成 29年3月末現在） ＜出典（一財）自動車検査登録情報協会＞

未達成
目標値 1.5

：

1.5 1.3

8.0

-1.4 -0.7 -0.3 -0.1 -0.1
-0.8-1.3 -1.1 -1.6

-0.4 -0.6 -1.2 -1.1
-0.1 -1.5 -2.5
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 4.0 

 0.8 

 3.1 3.4

 0.0
1.21.71.3

0.00.00.0
1.3

0.50.20.9
3.4

0.0

・直進時の死亡事故：対歩行者は約 7 割が 60 歳以上、対自転車は 5 割が 60 歳以上。
・左折時の死亡事故：対自転車は小学生から 70 歳代まで幅広い年齢層。
・右折時の死亡事故：対歩行者は約 8 割が 60 歳以上。

交差点における死亡事故（対歩行者・対自転車別）

大　型：２件
中　型：0件
準中型：1件
普　通：0件

大　型：18件
中　型：  1 件
準中型：  1 件
普　通：  0 件

大　型：  6 件
中　型：  8 件
準中型：  2 件
普　通：  1 件

大　型：
中　型： 
準中型： 
普　通：

件４
2件
3件
1件

大　型：6件
中　型：9件
準中型：2件
普　通：2件

大　型：2件
中　型：0件
準中型：0件
普　通：0件

大　型：車両総重量 11t 以上
中　型：7.5t 以上 11t 未満
準中型：3.5t 以上 7.5t 未満
普　通：3.5t 未満

2
17

19

20

10

3

※本統計データに軽自動車は含まない

１ １ １１ １１１

２２ ２２
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(件)

0

1

2

3

4

5

6

7

8

００ ０ ０ ０ ０ ０００００ ００００ ０

(件)
歩行者
自転車

歩行者
自転車

歩行者
自転車

直進

右折

0

1

2

3

4

5

6

7

8

０００００ ０００ ０ ００００
(歳)

(件)
左折

以上

(歳)
以上

(歳)
以上

右折時は歩行者に注意！！左折時は自転車に注意！！

132件
49%

39件
14%

32件
12%

27件
10%

40件
15%

その他

交差点一その他

死亡事故件数
270 件
平成 29年
1月～12月

追突
出典：（公財）交通事故総合分析センター

交差点一対自転車

交差点一対歩行者

死亡事故データ（車籍別発生状況）

茨
城
栃
木
群
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※事業用トラック事故件数および死者数には軽貨物は含まない。 出典：警察庁「交通事故統計」
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「トラック事業における総合安全プラン 2020」と目標値達成状況▪ 

▪ 

▪ 
　人身事故件数が減少傾向にある中で、飲酒運転による交通事故件数も減
少したが、死者数は増加となっている。特に、死者数は 5 年ぶりに増加
しており、関係者一丸となって事故防止対策に取り組む必要がある。

車両1万台当たりの死亡事故件数車籍別
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車籍別死亡事故件数

▪ 

平成29年の交通事故統計分析結果掲
示
用 〜車籍別・事業用トラックが第１当事者となった死亡事故〜

　全日本トラック協会はこのほど、事業用トラックが第 1 当事者となった死亡事故件数を、
都道府県ナンバー別（車籍別）に 1 万台当たりの数値に換算し、平成 26 年～ 29 年の 4 か
年の推移を示したデータを公表した。
　それによると、全国平均では、26 年が 2.7 件、27 年が 2.5 件と年々減少傾向をみせ、28
年に引き続き 29 年も 2.1 となったが、全ト協は「トラック事業における総合安全プラン
2020」において、死亡事故件数目標を全国平均で車両１万台当たり「1.5 件」に設定しており、
今後、各都道府県トラック協会においては、数値目標を達成できるよう、さらなる交通事故

防止対策に取り組むことが求められる。
　データを都道府県別にみると 1.5 件の数値目標をクリアできたのは 18 都道県で、特に福
井県、和歌山県、鳥取県、徳島県、沖縄県はゼロを達成し、鳥取県と沖縄県は 2 年連続。
　車籍別の発生状況では、車籍地（県内）での死亡事故は 107 件、他県での死亡事故は 163
件となっている。 
　なお、このデータは全ト協ホームページ内「平成 29 年の交通事故統計分析結果（確定版）」
に掲載されており、ダウンロードが可能。
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